
 

１．件名：「日本原燃(株)の設工認申請に係るヒアリング（再処理施設（１－５）、

MOX燃料加工施設（１－５）、廃棄物管理施設（４）濃縮施設(４－４)、

濃縮施設（遠心機の更新）（４））」 

 

２．日時：令和３年１月２７日（水） １３時３０分～１６時００分 

 

３．場所：原子力規制庁 １０階会議室（TV会議により実施） 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

核燃料施設審査部門 

（原子力規制部新基準適合性審査チーム） 

古作企画調査官、猪俣上席安全審査官、中川上席安全審査官、岸野主任

安全審査官、河本安全審査官、田尻安全審査官、藤原安全審査専門職、

二平係員 

専門検査部門 

 舘内主任原子力専門検査官 

日本原燃(株) 

大久保 理事 再処理事業部副事業部長 他２５名 

東京電力ホールディングス(株) サイクル技術グループマネージャー 他１名 

関西電力(株) 原燃計画グループリーダー 

中部電力(株) 原子燃料サイクル部 課長 

四国電力(株) 原子力部 副部長 他２名 

北陸電力(株) 原子力部原子燃料技術チーム 副課長 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

 

６．その他 

提出資料 

「設工認に係る資料提出およびヒアリングスケジュール」 

 

参考 

・ 日本原燃株式会社 ウラン濃縮工場 規制法令及び通達に係る文書（令和２

年１２月２４日） 



「日本原燃（株）から濃縮・埋設事業所加工施設の設計及び工事の計画の認可申

請を受理」 

https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000125.html 

https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000128.html 

・ 令和３年１月２０日 

「日本原燃(株)濃縮施設の設工認申請に関する資料提出」 

https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000125.html
https://www.nsr.go.jp/disclosure/law_new/FAB/180000128.html


※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:00 別途ヒアリングにあたっての注意点を今日一応音声録音でですね対応します

ので、ヒアリングにあたっての注意手を申し上げますので。これもご存知だと

思いますので、ちょっと無償申し上げます。 

0:00:18 まず 1 点目は不開示情報発現しないと。 

0:00:22 いうことで、仮に発音してしまった場合はその場でも指摘をしていただくと。 

0:00:28 教えてください。 

0:00:29 あと必ずマイクを使ってください。 

0:00:34 発言の前に所属主任を行っていただくと。 

0:00:39 いうことで、 

0:00:40 あと、前架空の売却が悪くなったりするかもしれませんけれども、その前コー

ナーべく力話に 

0:00:52 で、あと使用しないか機能をマイクのスイッチはオフにしてください。 

0:00:57 いうのが供給系としては、のでよろしくお願いします。 

0:01:02 等々ＩＣレコーダーをですね炉高温状態ずっと入ってますので、もし検討するこ

とが、少しその考える時間が必要とすると、少し待ってくださいとかですね、そ

ういったことをあらかじめ言っていただけない。 

0:01:17 いただければというふうに思いますのでよろしくお願いします。 

0:01:22 よろしいでしょうか。 

0:01:25 はい、承知しました。 

0:01:29 はい。 

0:01:33 はい。 

0:01:38 例えば、 

0:01:41 ではそそれではただいまから日本原燃Ａ6 ヶ所再処理施設、あとＭＯＸ燃料加

工施設、濃縮施設、これの負の施工に出席に係るヒアリングを開始したいと思

います。 

0:01:59 日本原燃の方からですね、本日の説明のメニューと説明をお願いしたいと思

います。 

0:02:08 最後にオオクボでございます。本日前半につきましてはまずマスキングの検討

スケジュールの件について御説明したいと思っております。マスキングの件に

つきましては、まず体制としてはそれぞれの再処理ＭＯＸ濃縮事業部それぞれ

の事業部の 

0:02:26 計画グループはマスキングの対応していくという体制で実施しております。今

後ヒアリングにおきましては、どういう観点でのマスキングをしているかというと



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

ころ御説明させていただくと、今回時設工認申請書を提出させて申請させてい

ただきましたけれども、 

0:02:44 いろいろな観点でのマスキング箇所がございますので、それは利益によっても

事情が少々違うというところもありますので、それを御説明させていただくとい

うことを考えております。それから 2 点目のスケジュールに関しましては、本日

スケジュールを。 

0:02:59 提出させていただくということで、スケジュールを立てておりますけれども、本

文事項につきましては、こういった補足説明資料を提出させていただくというこ

とを箇条書きで書いておりますけれども、申請表に関して、何を補足して説明

したいのかというところの説明が 

0:03:19 たりしておりませんでしたので、そこの漏えいを行った補足説明資料を、こうい

う補足をさせていただきたいから提出しますということと、そのスケジュールが

いつごろになりますと、そのスケジュール化等、補足説明資料を 

0:03:35 説明するにあたって、バラバラで説明するということではなくて、一定のグルー

ピングといいます塊でここのところとこれを連系して説明するというようなことも

含めて、スケジュールの御説明をさせていただくということを考えております。 

0:03:50 本日の前半に関しましてはそういったことで進めさせていただきたいと思って

おります。 

0:03:57 以上ですか。 

0:04:00 よろしいでしょうか。 

0:04:02 規制庁コサクです。 

0:04:05 今言われたことをやりたいというのはわかるんですけど。 

0:04:09 3 事業それぞれあって、 

0:04:11 ヒアリングにまずこのタスクとして誰がどう管理するのかということと、 

0:04:19 今回のヒアリングで誰が対応されるのか。 

0:04:23 どういう視点のものは誰が対応するかっていったところの体制として、 

0:04:30 最終的事業部につきましては、マスキングの件については、 

0:04:36 再処理計画部の永塚課長が本日説明をさせていただいて、日質疑。 

0:04:44 対応についても、ナガツ課長に対応してもらうということです。それから、ご報

告事業部のタカマツですけれども、ＭＯＸ事業につきましては、燃料製造事業

部の計画のヒヤマ部長が説明いたします。 

0:05:01 濃縮フチノですが濃縮につきましては申請作成部署の施設計画課長のヤギ

ハシが説明いたします。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:05:10 最初の行です。それから 3 事業共通になりますけれども、来関係につきまして

は、核物質防護効果をアオノ課長が出席しておりますので、リート含めて対応

させていただきます。 

0:05:27 そういう試験関係については、一体状況です。 

0:05:33 規制庁コサクです。確認ですけど今ご紹介いただいた 4 名の方がマスキング

の適切性というのを検討し対応する一式をやられていて、 

0:05:45 オオクボさんであったり、許認可業務課での全体調整みたいなことをやってい

る方々は、ここではもうタッチ 

0:05:58 そのままマスキングするためのオオクボでございます。マスキングそのものの

管理というのは計画、 

0:06:06 グループのほうで一応対外的な書類を提出するときの管理ということできてお

ります。ただ設工認申請書等という、 

0:06:16 観点で設工認の責任者であるオオクボが法定このマスキングが抜けているか

なきゃいけないかといったところが 

0:06:27 十分なのかというところの確認は今管理者という立場で一応見ております。 

0:06:34 以上です。 

0:06:36 わかりました。 

0:06:37 では説明続けてください。 

0:06:42 じゃあ、早速、 

0:06:44 最初のほうから、マスキングの件について御説明させていただきます。 

0:06:51 はい、再処理事業部、最初の計画のナガツでございます。 

0:06:56 当設工認申請書のマスキングの海岸ないかということで、再処理ＭＯＸ濃縮共

通部分をまず御話したいと思います。その上でですね、出資対象箇所の死亡

で今後どういうふうにあったかという考え方を御説明したいと思います。 

0:07:12 まず最初に目標濃縮ということで今回申請した内容のです。共通的な更新と

いったような内容の部分につきましては、マッピングなしとしてございます。あと

当社及びメーカーのですね機密事項、これに関わるものについてはまず残し

ております。 

0:07:29 それと、国内のですね、あと不拡散に関するもの、これらについても、松くいま

すけれど施しています。最初にできますのでとしてＡウランプルトニウム混合脱

硝建屋、ウランプルトニウム混合酸化物貯蔵建屋の図面関係になります。 

0:07:44 あとそれと、最初にとか特化したものとしては、フランスいい率から移転された

きりなり、こちらの中にですね、安全冷却塔も今回申請のものが含まれますが

それらの情報はすべてます。 
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0:07:57 それに関わるものとしてですね、飛来物の防護ネットをこちらは今申し上げた

ものには該当しないと判断いたしまして、安全冷却塔の崇高これと同等のもの

を描く推測できるようなものにつきましては、公開してございます。 

0:08:14 以上がですね、節項に今回の申請書末の考え方で具体的な出てマスキング

対象の箇所の絞り込みについてはですね、本文添付含めまして文書文章につ

いてはその表題自体をまず確認をしてないんですが、具体的な表について、

先ほど申し上げた、 

0:08:32 秘密情報等に係るものにつきましてはまず残しております。あと図表に関して

ですが、図表のタイトル及び票の項目、これらについては待っている話です

が、図表具体的内容、についてはマスキングしているというような状況でござ

います。 

0:08:51 考え方については以上となります。 

0:09:02 変わりまして、燃料製造計画のヒヤマです。 

0:09:07 トーモク側の説明をさせていただきます。 

0:09:11 マスキングの考え方は先ほど再処理から説明があったように大枠は一緒でご

ざいます。 

0:09:19 そして、当コックスではですね、 

0:09:24 当社のについて一応復興機密時報事項としまして、遮へいの設計をやってお

りますので、そこについては、数値がマスキングされていると、こういう状況に

なっております。 

0:09:40 または、核不拡散とか、 

0:09:43 或いはメーカーとの契約に基づいて非開示となっているもの、これがマスキン

グされております。 

0:09:50 表の中に入っている数字ですとかは単位を除いてマスキングをしております。 

0:09:57 文章中に入っているマスキングの箇所についても、極力絞り込みまして数字と

か、或いは文章でも隠したいところ、これを限定してマスキングをして、こういう

状況でございます。以上です。 

0:10:16 続けて濃縮組み合わせです。濃縮のほうの説明させていただきます。濃縮は

よりともすっと大枠の考え方は同じになります。濃縮個別のものとしましては、

濃縮ウラン制度のための必要な情報ということで、 

0:10:34 ／遠心機に係る情報、こちらについては核拡散両方としてマスキングさせても

らってます。あと濃縮プラントの設計製作、これらに関わる技術ノウハウを含む

ところについては商業機密としてマスキングを求めます。 
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0:10:50 マスキングの仕方については相手と前面マスクをするようなことではなくて、あ

る程度絞り込んだ形でマスキングしていいやり方をとっておりまして、説明は

以上です。 

0:11:15 日本原燃の久保でございます。こちらの説明一旦ここで協議になります。 

0:11:24 規制庁コサクですけれども、ＰＰのアオノさんからは追加っていうことはないと

いう 

0:11:32 とか、止めのほうです特に追加報告はありません。 

0:11:39 はい。規制庁コサクです。 

0:11:44 口頭で言われる国は何かうまくわかるような気もするんですけど、申請書がそ

うなってないですよね。 

0:11:54 ていうのは、主要雹が 05 と。 

0:11:58 マスキングされていたりとかっていうことがあったので、 

0:12:02 府あたりどう管理をしていたのかって言う事ですとか、 

0:12:07 それを先ほど数字は、 

0:12:10 マスキングだけれども隊員はマスキングしませんとかっていうこともあったの

で、皆をされていくんだとは思うんですけど。 

0:12:21 文章のほうもなるべく限定してとかって言ってましたかと思うよ、どういう限定

の仕方をするのかとかですね。 

0:12:31 その程度感っていうのが 3 事業でどう 

0:12:35 議論されて統一になっているのかと。 

0:12:38 多様なことをもう少し教えて。 

0:12:45 倒産処理事業部のナガツです。今次の件、特徴、兵庫図表についてはすべて

前年をマスキングしておったんですか。今回ちょっと修正をしました。例えば例

使用表ですね、今回安全冷却水系冷却塔の仕様書等々ございます。 

0:13:05 いわゆる具体的なその項目ですね、単位も含めましてそこまでちょっとまず位

置付けたので、そこはしっかりオープンにしまして、 

0:13:15 表の中の、そこはしっかりとか公開して、ただし、安全冷却そのものの具体的

な設計仕様ですとか、そこに家族数字後数字以外のものでも花文言がです

ね。 

0:13:30 直接我々で考えている商業機密等に当たると判断したものについてですね施

しています。表の中をですね 1 字一句ちょっと末尾まして 7 時です。表の中の

漠としてですね。 

0:13:46 関わるものについてはですね次にしていくというのが今回のほとんどの方とい

いますかといった容器でございます。以上です。 
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0:13:59 規制庁コサクです。表とか図面はですね、今の御説明で大体場所を限定して

マスキングしていくっていうことは理解できるんですけど、文章についてはどの

程度延ばすときの精査を使う。 

0:14:18 はい。最初事業部のナガツです。文章につきましては、考え方としては全表に

ちょっと近いんですか来ええと、まずその文書構成の中のタイプですね、そこ

はしっかりとオープンにしておりますが、この具体的な、例えば 

0:14:35 計算式ですとか、あと文章の中にこういった評価結果を示すとか、具体的な文

言のいわゆる結果等を含めてですね、揉めにつきましては、すべて文章につ

いても次も施しているということで、 

0:14:52 物によってはですね、何ヶ所か数値的にここは商業機密に当たるといったもの

は限定して自動倉庫の数値のみを末締めしてるといったような構成ですね今

回お出ししている状況です。以上です。 

0:15:09 規制庁コサクです。最後の数値だけをマスキングしているという部分は理解で

きるんですけど、それより前に説明されたものがどの程度の麻酔マスキングの

程度なのかわからない。 

0:15:23 これまで皆さんが出された資料だと段落もあることをマスキングして、この段落

では何を説明しようとしているものなのかっていう趣旨すらわからない。 

0:15:36 いう今タイトルは書きましたけどっていうけどタイトルでその趣旨がわからない

ので、 

0:15:42 この趣旨の文章ぐらいは残っていないと何を精査したことがさっぱりわからな

い資料になっちゃうんですけど。 

0:15:49 争点はどう完売。 

0:15:52 私のイメージとしては岩相の中で、 

0:15:56 数字が書いてある部分だとか、 

0:16:00 評価手法として、 

0:16:02 商工緊密になっている文言が明確になっているその文章の中のバンクですの

で、 

0:16:09 いうようなところで考えたんですけど、どんな状況でしょうか。 

0:16:18 はい、再処理事業部もなくですね、今のコサクさんからお話あった通り、基づき

まして本部で先ほど比較対象につきましては、ご指摘の通り、伊方の部分的

に 

0:16:32 マスキングという枠としてですね、タイトルは残しますから枠としていろいろ支

障を県議会お祭りであってですね。 
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0:16:41 こちらについては、判断にあたってですね、どこの範囲までどうますでしょうか

ということを調整した上でやったんですが、実態としては、今の御指摘のあった

通りですね、全体像と松木がアメリカだけ。 

0:16:59 資料Ｐさん。 

0:17:01 規制庁コサクです。現時点でうまく仕分けできないような書きぶりになっている

のであれば、現時点でのマスキングは 

0:17:11 長官ないと思うんですけど。 

0:17:13 このあと設工認資料全体補正されると思うので、そのときに、公開できる情報

と公開できないという方っていうのはちゃんと仕分けをして、 

0:17:25 どこで何を説明してるのかっていうのは公開できるように工夫をすると。 

0:17:30 いうことで検討できますか。 

0:17:36 再処理事業部の発生等ＭＯＸ事業濃縮事業も含めて、対象事業を含めて対応

が必要と考えておりますのでそこについては統制させていただきたいと考えま

す。以上です。 

0:17:59 規制庁コサクです。確認ですけどその 

0:18:03 今言われたレベルのマスキングっていうのは作業は終わっているんでした。 

0:18:10 再処理事業部ナガツです。今のレベルという意味では作業が終わってござい

ません。 

0:18:16 はい。 

0:18:19 その作業はいつぐらいまで、 

0:18:27 最初事業部ナガツです。今回再処理につきましては 2000 数。 

0:18:32 次ページのものについてマツヌマ一番末尾のほど、交渉しますが、その物量

感含めてですね数日というのはちょっとなかなか難しい部分もありますので、

そこの池までにもちょっと改めてちょっと飛ばさせていただければと思います。 

0:18:51 規制庁、古作です。わかりました。 

0:18:54 とりあえず、大分マスキング下盤でホームページ掲載をしている状態なので、

ヒアリングを進めていく中でですね、どういうものを審査してるのかっていうの

は対外的にも見えるようにしておく必要があると思っていますので、 

0:19:09 遅くならないように作業を切って懇ページ掲載文を 

0:19:16 適切なものにすると。 

0:19:18 いうことで進めていただければと思います。 

0:19:23 はい。 

0:19:24 対象事業と長く承知しました。 

0:19:34 規制庁イノマタです。エコカー何か確認したことありますか。 

0:19:41 はい。 
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0:19:56 一応イノマタです。よろしく特に他ないようであれば、増減の方から今日今のそ

の議題に関して、どういう対応していくのかというのを確認事項を含めて、再敷

設にお願いしたいと。 

0:20:15 はい。 

0:20:18 日本原燃大久保でございます。今のマスキングに関しましては、まず今の申

請書で適正化をしなければいけないというところがどれぐらいの期間でできる

かというところが今の現時点でどれぐらいと、ちょっとできませんでしたので、 

0:20:35 これに関してはどれどれぐらいの期間でできるのかっていうところを検討した

上でこれについては御説明ご連絡が別途御連絡させていただきます。それか

ら、そういう適正化することに対するその補正での申請のときには公開できる

情報と効果的な情報をしっかり仕分けして適切なマスキングになるように、 

0:20:55 対応して補正申請のときには、もちろんするという大きいというところに点かな

と思います。 

0:21:13 規制庁イノマタです。一応中身的にはそういったことになるかと思いますので、

適切に対応していただきたいというふうに思っております。 

0:21:23 ほか、今の末キングの案件に関して、特によろしいでしょうか。 

0:21:30 規制庁コサクです。1 点だけ補足というかですね、念のために行っていくと、 

0:21:39 今回申請についてはマスキングがうまくできない状態になっている。 

0:21:45 いうことなんですけど、あと各事業間でも大分 

0:21:49 やり方が違う。 

0:21:51 いうことがあったので、 

0:21:53 最初の時の体制でも聞きましたけど、全体調整っていうのをしっかりと 

0:22:00 マネジメントする方がですね、見ていただいて適切な図書を出していただくと。 

0:22:07 いうことは、補正のときにはしっかりと対応お願いします。 

0:22:14 山銀の鉤でございます。今コサクさんからご指摘あった件につきましても、対

応事項の一つとして開催をさせていただきたいと思います。事業間の調整とい

いますか連携につきまして、事業化に限らず、事業部内でも作業のばらつきみ

たいなものがありますので、 

0:22:31 そこを横通しを図って事業化含めて、ばらつきのないような対応ができるように

ということを調整させていただきます。 

0:22:42 はい。以上です。 

0:22:51 規制庁イノマタですが、ほかよろしければ次の議題ということで、スケジュール

のほうに入らせていただきたいと思いますが、 

0:23:01 よろしいでしょうか。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:23:04 はい、了解でございます。それでは次の議題のスケジュールに関して御説明さ

せていただきます。まず御説明の体制でございますけれども、最初ににつきま

しては、許認可業務課がヤマヂと新基準設計部のエビナ英国たりで、基本的

に対応させていただくと。 

0:23:23 いうことです。それからもう一つ事業部については、 

0:23:28 一応、 

0:23:29 イシハラ 

0:23:30 濃縮事業部についてはサカモト、このメンバーで対応させていただくということ

になります。それでは早速説明に入りたいと思います。 

0:23:42 いや、いや、 

0:23:45 はい。 

0:23:47 日本原燃のナガツです。それではスケジュールにつきまして、まずですね、一

番から 25 番までのところをまず御説明させていただきます。 

0:23:59 こちらにつきましては、誤開放だけしたものが幾つか変更しておりますので、そ

の変更箇所を中心に御説明させていただきます。まず一つ目ですけれども、

累計項目がございます。 

0:24:12 これ分娩項目なんですが、前回お渡しした資料ではですね、全般っていう項目

それから本部とか書類油ポンプで分けております。ただこれそのまま項目分け

方ですとべき中身がよくわからない状態でたばこ説明資料の文章だけ書いて

行こうという状態になっておりましたので、 

0:24:31 今回が前パソコン残しておりますけども、基本設計方針に係る内容のトピック

とか、それから使用表に固めないとか、そういうその内容を踏まえた部位修正

をしております。 

0:24:46 それからですけど、次項目のところになります。こちらにつきましては、若干担

当ですね、変更したところがございますが、例えば 2 番目のところですと、前回

お出しした指導を内容がもう少しわかるようにということで修正をしているとい

うところがございます。 

0:25:06 それから、 

0:25:11 5 番になりますけれども、これらの申請対象以外の設備変更の概要ということ

で、前回ですね、かなり細かく項目を分けてですね、この部分は削減を敷くボッ

クスが出しますとか、要は最初から出しますとかそういう分け方をさせていただ

いておりましたけれども、 

0:25:31 ここは 1 発で集約した形にさせていただきます。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:25:35 それでスケジュールにつきましても、全体のいつ何を示しするべきかというとこ

ろをもう一度見直しをさせていただいておりまして、この 5 番の項目につきまし

ては、これまで 1 月 29 日の出しするということで考えておりましたが、 

0:25:50 申し訳ありませんが、これは 2 月 5 日に提出させていただきたいというふうに

考えている。 

0:25:56 それから次のところで、 

0:26:00 発電炉との記載の比較、これ基本設計方針につきまして、発電炉と、それか

ら、我々の義務的方針がどういう関係になっているかということを整理したもの

でございますけれども、こちらにつきましては、まず 

0:26:17 上のほうのですね、以降格子全体の構成の考え方、それから基本方針、これ

をまず御説明をさせていただいた後ですね、この発言の記載の違いを御説明

したいということで、こちらをですね、今 2 月のいつた被水しました 2 月 15 日

に変更させていただいております。 

0:26:35 それからその次の項目、10、 

0:26:41 11 番になります。こちらにつきましては、使用表の記載項目の整備ということ

で、こちらにつきましては、前回の資料ですと、明確に審査基準がございまし

たけれども、 

0:26:54 まず申請対象設備リストの関係ですね、それから、この使用表の記載項目の

整理がつきにくいエース機能性能検査の対象の考え方。 

0:27:05 ここの繋がりを考えまして、これと合わせてですけれども、12 月の 

0:27:15 失礼しました。 

0:27:22 整理しました 2 月の 10 日に提出をさせていただきたいというふうに考えてい

ます。 

0:27:30 続きまして、もう 

0:27:36 ごめんなさいえっと今のお話絡めてですね、15 番と 16 番も前回は 2 月の 5

日ですとかそれから 2 月 8 日に出しますというふうにさせていただきましたけ

れども、これも合わせてですね、2 月の 10 日に提出をさせていただきたいとい

うことで修正をさせていただきます。 

0:27:57 それから続きまして、10 番まで行きまして 19 番から言えば、2 番までは特に

ない。こちらにつきましては、今のこの説明御説明の流れを考えまして、1 週間

ほどでスケジュールを決めていただいているところがございますけれども、 

0:28:15 2 月の 15 日、それから 2 月の 19 日あたりの 

0:28:22 マネジメントに関する説明書だけでここの発生いただきたいというふうに考えて

います。 

0:28:29 それから最後、10、 
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0:28:33 はい。 

0:28:34 続きまして、宇宙 

0:28:37 6 番です。 

0:28:39 こちらにつきましては、昨日のですね、耐震もヒアリングの中で、安全上重要な

施設の範囲図、これにつきましてもお出しするということで御説明させていただ

きました。これは項目方に起こっています。このお示しの仕方なんですけども。 

0:28:56 今は我々再処理のほうでして申請した中でですね、地方から変更がないという

ことで、申請書に添付していないものがございました。これにつきまして、予備

混合していなかったということで、 

0:29:11 先生方にですね、何が必要な情報かというかわからない状態になっておりまし

たので、この安全上事業破壊図だけではなくてですね、それ以外、例えば系統

説明図とか、そういったものも含めて、金かからない。 

0:29:28 金庫に載ってる情報が取れるかというのを整理した上で、今 2 月の 5 日の日

にですね、お出ししたいということで、今後新たに追加したということになってま

す。 

0:29:42 はい。それでは引き続き、日本原燃のエビナです。私のほうで説明させていた

だきますのはまず、ここの縦軸三番の項目なんですけども、こちらにつきまし

ては、ここに記載の通りなんですが、それぞれですね、外部衝撃、火災と溢水

とか、 

0:30:02 部品につきまして、大体申請における審査範囲を明確にするためにその分割

申請の考え方だとかですねアップ審査における論点を整理したものを併設す

るということで、三番目に記載させていただいてございます。 

0:30:19 こちらなんですけども、もともとはですね各説明書にひもづけた形で説明しよう

ということを考えていたんですが、層厚全体の中で一緒に説明するということ

でこちらのほうへ移動したものとなってございます。 

0:30:38 後ですね番号としましては、 

0:30:42 当 27 番以降が、また私のとこのものになるんですが、こちらの考え方はです

ね、まず入口でですね先ほど三番のものを説明した後御説明させていただく。 

0:31:00 ものということで、説明書にひもづく補足説明資料を配置しております。この主

な説明項目と書いてあるところに印を打っているようなものがですね、一応 

0:31:16 これを 1 日でやろうとするとかなりの物量になってしまいますので、それをです

ね一応分けるという形で竜巻等、あと火山ですね、このグループと、 

0:31:29 加東な火災溢水い化学薬品であとは外部火災という形で、あと安全単位いう

ですね、じゃあのほうの説明書ということで分類させていただいておりまして、

それを 18 日と 19 日で、 
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0:31:47 分けてヒアリングを行うというふうな契機としてございます。で、あと、すいませ

んこれはちょっとここに書いてるんですがそっからとか変更が掃除なものとして

ですね、今例えば、35 番。 

0:32:05 竜巻のですね。とこに書いてあります。これはですね説明書のですね、昨日の

耐震のほうでもあったような高 2 とですねＭＯＸ等まあ解析の比較表というの

を、 

0:32:21 お出しするということで、こちら 20 国ケースするということで作業を進めていっ

ておりましたが、昨日のですね耐震側の方のですねいただいたコメントを踏ま

えて、それを水平展開した形でご提出する。 

0:32:39 ということで、5 日にですね 1 週間遅らし 5 日に提出させていただくということ

で考えてございます。ヒアリングの自体は特にここに記載様と変更はございま

せん。 

0:32:54 以上となります。 

0:32:57 はい。 

0:33:05 いけない。 

0:33:07 続いて、グループさんの地区を補填作りについて説明いたします。前回からの

変更点につきましては、 

0:33:17 スケジュールのほうに第 2 第 1 回、第 2 回、第 3 回どっか大都会で会議が第

2 回の日付を電車とバッティングするところない県域ずらした。 

0:33:30 あと第 4 回、こちらも電車等、当日になっているということでいきますので、そこ

だけの修正となります。 

0:33:38 ちょっと全体のスケジュールの考え方といたしましては、 

0:33:46 全社に関わるグループ経営内容についてはグループ 2 機中で説明していくと

いうことで、基本的に基本設計方針工事の方法、研究を企画していきたいと許

可制もこれについては、グループ 1 の中で議論してこの個別直し個別の中で

は、 

0:34:04 就活びしっと使用表添付説明書に重点を置いて説明していくってことで考えて

おります。まず第 1 回への説明の中では、 

0:34:17 まず、申請に関わる許可に基づく申請の全体のしっかりしまして、それぞれが

どういう関係になっているのかというところをモデリング値として、この辺を明確

にして説明することとしております。第 2 回以降につきましては、 

0:34:34 主要表説明書に関わる具体的なエビデンスと変わるものについては、なぜそ

う変わるのかしている添付書類連絡来ているのか、この辺をしっかりやってい

ただいている検定説明補足説明書、これを作成して 

0:34:52 提出していくということで考えております。確か説明は以上となります。 
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0:35:05 規制庁イノマタです。ただいまの説明に対して何か確認したい事項があります

か。 

0:35:12 はい。 

0:35:13 規制庁コサクです。 

0:35:16 あれ 1 変われず御説明が細かいんですけど、まず全体としての考えですね。 

0:35:31 資料の提出とヒアリング等、 

0:35:35 それの対応と。 

0:35:37 いうことの中で、 

0:35:40 一気に資料出されても、資料見きれない状態でヒアリングというのでは効率的

によくない。 

0:35:49 いうことで、さらに昨日の耐震のヒアリングでもありましたけど、 

0:35:58 資料が中途半端なもので出されても、 

0:36:03 資料不備といったところも指摘が多くなってしまって、ヒアリングの法律が 

0:36:12 いうようなこともあって、 

0:36:14 どういうレベルのもので 

0:36:17 それをどの時期に生かすのか、それを踏まえたヒアリング非があるのかと。 

0:36:22 言ったようなところが考えられて作られているのかどうかと。 

0:36:29 いうことを 

0:36:31 続いて御説明いただきたいんですけど、だから、ここがこう幅すいません日本

原電のコールでございます。すいませんちょっとこちら、地震がありまして、ちょ

っとしゃべら下層が入ってまして、少々ていただけますか、或いはあって、 

0:36:51 申し訳ございませんでした。そうありましたので、続けてくださいよろしくお願い

します。 

0:36:56 規制庁コサクです。大丈夫ですか。はい、大丈夫です。わかりました揺れじゃ

なかったっていう 

0:37:06 はい、規制庁コサクです。 

0:37:08 まずは大きな方針としてどうかというふうに言っていただければいいんですけ

ど、今日の資料を見ると、 

0:37:18 また 1 週間前わー1 週間分けますとは言いつつもですね資料がいっぱい一気

に 

0:37:26 提出されるというようなこともあったりするので、 

0:37:29 資料の作成状況なども含めて御説明いただければと。 

0:37:42 日本原燃のヤマヂです。いいですか。 
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0:37:49 まずですねえ等々全体の考え方としましては、これ今伝播というとこにお示しし

たところなんですけれども、まず連通口もし設計計画ですね、申請の計画をど

う考えてるかとか、それから、 

0:38:05 どの、例えば基本方針、それから、添付資料添付書類の目次ですね、本当に

どのくらいの会議で何を御説明していこうと考えているかと考えているかという

ところ全体をまずお示ししたいと考えております。それあの状況としましては、

これも 29 日だけの話になってきますけれども、 

0:38:25 現在ですね、まだ完成には至ってないという状況です。まずは、例えば 

0:38:34 表ですとかそれからどういう構成になってるかっていうところが、今日はでき上

がりつつあるんですが、全体を取りまとめるようですね、その考え方を製作に

ちょっとイノマタこれ今また下げ作成中というところでございますので、ちょっと

あの中でできるだけの早めにお出ししなきゃいけないというところは十分認識

はしているところでございますが、 

0:38:51 5000 もう少しお控えいただきたいというふうに考えております。 

0:38:56 規制庁区画ですすいませんあの 1 ヤマヂ 3 いつも細かい話になったって、全

体がよくわかんないけど、今言われた兵庫云々っていうのは、 

0:39:08 最初の 1 から 13 番までの資料の中での作成状況を説明したようにして聞こえ

なくて、 

0:39:16 私は全部の資料についてどういう認識のもとに、 

0:39:21 作業を進め、このスケジュールを書いてるかっていう全体をお聞きしているん

ですね。 

0:39:27 昨日の耐震で話しましたけど、 

0:39:34 そこの認識ができてないと、このスケジュールを見せていただいても実際がわ

からないし、 

0:39:41 結局、イメージがずれた状態でこんな資料どうヒアリングするんだっていう 

0:39:48 ところで困るんですよね。 

0:39:51 そういった認識を整理した経緯についてですね、昨日はオオクボさんも出てた

のでわかりだと思いますけど。 

0:40:00 中途半端なものを出して、これもたり外国にも足りないというようなことを言うよ

うな 

0:40:09 ことになることでヒアリングを進めて、 

0:40:14 審査期間を長くいくような形で進めさせて欲しいということだったんでした。 

0:40:23 ヤオコーでございますもちろんそういうつもりはありませんで効率的に示させて

いただきたいと思っておりますが、ちょっと先ほどのヤマヂの規定も入れて、ち

ょっとそこの全体の整理をして説明の仕方っていうところが 
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0:40:39 まだうまく語られてないっていうのが実態だと思います。 

0:40:44 ちょっと、 

0:40:46 日本原燃石原でございます。確かにおっしゃる通りこれは我々もこの補足説明

資料、すべての項目を挙げなどな、それぞれの施設設定の資料館の連携であ

るとか、これとこれを一緒に全体像を示したいとかっていうので。 

0:41:03 考えてパーツ同じ日付にくみ上げているのもあるんですが、もう少し整理をさ

せていただきたいと思いますどうしても初代的なものもないので、そこはちょっ

と今さいかん止めます。 

0:41:18 ただ、きちんと 3 ヶ所を深度聞け部長出席乗っけて投票にお答えを考え過ぎ

か今は評価基準値以上の売り上げ。 

0:41:36 或いは規制庁コサクです。社内パソコン流れてないといけない。 

0:41:49 うん。 

0:41:50 すいません。 

0:41:52 資料全体としてはそれぞれの資料館の連携を目的を同じものは一つの塊にし

てということで考えてやりましたんですが、到来おっしゃる通り同じ日付に大分

資料固まってしまっているのもあるので、そこの 

0:42:09 全体のシナリオ評価分析の仕方も含めた資料の細分化点だけでもうちょっと

整理をさせていただいて、ヒアリング等資料提出増間をもうちょっと開けるとか

ですね、4 見ていただく期間をとるとかというのも含めて、 

0:42:26 考えたいと思います。 

0:42:28 最初のグループ 29 日に固めているのはそれの試料ごとにはあまり包括という

困るんではなくてですねただ資料館で両方やりとりしてるとこがあるので、同じ

日付に固めさせていただいたというところがもともと考えてございました。 

0:42:48 規制庁コサクです。 

0:42:52 多分 2 種類あると思うんですけど。 

0:42:55 大きな議論をする際に、ほかの 

0:42:59 一体ほかのものの情報がないと効率的じゃないということで、参考として前倒

しで出しておいたほうがいいかなと思うのというのでそれが 29 日たりっていう

ところが多分に多くなっている。 

0:43:16 一部にもなっているんじゃないかなと思うんですけど。 

0:43:19 一方で、 

0:43:22 逆にそこでまとめなくてもよくて、もっと前に出しておいても、 

0:43:28 いう。 

0:43:30 ところのもの。 

0:43:35 というところで 
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0:43:37 実際のヒアリングっていうと、 

0:43:41 ヒアリングを遅らすというよりは、資料を出すという前っていうイメージでいい話

をしたんですけど、一方で資料のつくり込みがまだできていないということであ

れば、 

0:43:54 順調に出していただいて、ヒアリング資料にしていただいてということもあり得

るかなと思うんですが、 

0:44:04 特に竜巻とかですね、同じ案件で一気に出すっていう作業スタイルじゃなくて

順調につくれるんじゃないのかなと、或いは順々に作っていかざるを得ないん

じゃないかなと思うようなところもあってです。 

0:44:20 その差資料作成のスケジュールとの関係で本当にこれが、 

0:44:26 なるべく確認時間をとるという形でのスケジュールなのだろうかって言うのかわ

からない。 

0:44:32 ただ、 

0:44:33 ですね、ちょっと 

0:44:36 具体的な話に入り込んでいましたけど、基本的には早く出してくれというつもり

ではなくて、しっかりと審査期間をとらせていくと。 

0:44:48 いうことで、そちらが、 

0:44:51 効率よく 

0:44:53 進めていきたいということであれば、 

0:44:56 資料を 

0:44:58 ちゃんとしたもので出してください。 

0:45:02 いうことなんですけど、先ほどその参考のためにっていうので必要ということで

あればその旨を行っていただいて、 

0:45:11 まだこういう断面での途中のものなので、拡充してヒアリングよっていう 

0:45:18 具体的にその資料のヒアリング等のための資料としてはいつ出します。 

0:45:23 いうことも含めてお伝えいただければ認識を合わせながら、 

0:45:30 作業。 

0:45:31 いうことかなと思ってますので、 

0:45:35 そうしますかね。 

0:45:39 まずはちょっとやっぱ話をしたところで細かいところですけども、言い始めちゃ

った竜巻とかですね変に後ろのほうで固まってる資料の作業状況を聞かせい

ただけますか。 

0:45:56 日本原燃のエビナです。ええと竜巻も部分なんですけども、確かにおっしゃる

通り固まってはいてですね、とは言いながらも、個別でですね、先ほど坂に個

別出せる出しても意味が通じるような 
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0:46:14 書類とかも結構ございますので、でそういったものもですね、もうちょっとできか

けているものとかもございますので、ちょっとここに書いてあるように、一基い

たすのではなくですね、前倒しできるものはちょっと前倒しする方向で今ちょっ

とその辺の状況を 

0:46:31 言っているところになります。なので、と実際はこんなに、ここまでまとまったも

のではなくてちゃんと単体で出せるものは別の日に出すように考えたいと思い

ます。 

0:46:49 はい。規制庁コサクです。よろしくお願いします。それ、 

0:46:54 もう一つお話した 

0:46:57 議論のために前倒しでといったようなものを 

0:47:01 っていうのは具体的には、 

0:47:03 ありますか。 

0:47:10 それについてはどう対応しますか。 

0:47:13 日本原電のエリアです。議論のための前倒しというのはちょっと我々今ここは

あまり考えてないんですけども、時実態として今ここの資料の作成の方がです

ねなかなか頑張っているところなんですけども。 

0:47:32 精一杯やってやってもこんなところに、やはり置かざるを得ないような感じにな

ってますので、前倒しというのはあまり現実的ではないかなと思っております。 

0:47:47 規制庁、古作です。エビナさん申し訳ないけど前倒ししろっていう意味ではなく

て、ちゃんとしたものを出してくれというこちらの水に対してスケジュール合って

ますかということ。 

0:48:00 が基本です。 

0:48:03 何か勘違いされているようなもので改めて申し上げます。で、先ほど関最初の

ほうの説明で 

0:48:13 まだ資料精査できないんだけど、この議論に合わせるようになきゃいけないと

思ってマーキングしてましたという御説明があったと思ったので、お聞きしたん

ですけど、ないということなどでもそれであれば、ここで資料提出となっている

ものは、 

0:48:29 現年及び支援している電力関係者すべてがこれなら十分説明ができると。 

0:48:38 いう 

0:48:39 ことで資料をつくり込んで間違いのないものとして提出される時期だと。 

0:48:45 いうことで理解していいですね。 

0:48:55 日本原燃者でございます。我々としてはそのつもりでドラフト作成日を決めて、

社内のチェック機関を取ってという形で、 
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0:49:06 段階的に進めて今の日付を置かせていただいているので、昨日を含めて今ま

でヒアリングで様々な資料のできがというコメントはいただいてますが、逆に言

うと出す前に当然社内のチェックをやりますので、 

0:49:21 その時点で声を出しできるようなもんじゃないという判断をすればその時点で

ご連絡をさせていただいて日付を見せてリスケさせていただくなりなんだという

ことを調整させていただきたいと思ってございます。 

0:49:37 規制庁コサクです。それで結構だと思います。本当は認識合わせっていうの

は、もうこれまでの経験の中でできて作業がこのレベルというところに好きした

上で、 

0:49:55 あって、 

0:49:57 今日時点でのスケジュールが引かれてるっていうことの方が望ましいんですけ

ど、現実問題として昨日のヒアリングでもあったように、まだそこの認識が至っ

てないところが多いということなので、 

0:50:11 ここを縛るものですね、資料作成の中で、早めにそのレベル感っていうのを、 

0:50:16 共有していただいてスケジュールを立てていただければと思いますので、その

上ではやっぱり認識のレベル。 

0:50:26 もう 

0:50:27 確認していかなきゃいけないので、そのために電力支援っていうのを大分手厚

く 

0:50:33 入ってもらってるんだと思いますから。 

0:50:35 できてから見てもらうとかって以前のようなスタイルじゃなくてですね、事細か

に話をしていくというふうに進めていく。 

0:50:44 いただきたいなというふうには思って。 

0:50:51 保険の項でございます。はい、承知しました。 

0:51:02 規制庁イノマタですとかよろしいですか。 

0:51:07 規制庁中ですけれども、 

0:51:09 ちょっとまた資料は 29 日に出てくるということではあるんでそれを見ていた

か。 

0:51:18 いろいろ議論させていただくものでちょっとこの 

0:51:23 スケジュールってよくわからなかったところで何点か確認させていただきたいと

思います。 

0:51:29 まず一つは、全般のところで、 

0:51:34 3 行目に 

0:51:36 分割の考え方を議論点について、 

0:51:40 （5）外部火災ここ書いているんですけど。 
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0:51:45 ｄｕ層聾点についてと、これは何を説明しようとしているんでしょうか。だからこ

の 

0:51:52 分割の考え方とどうも県や関係がよくわからなかったんですが、 

0:51:59 はい。日本原燃エビナです。こっちらなんですけども、確かにその分割申請等

の論点っていうのは直接費もつかないんですけども、電話論点で何ですか

ね、安全事業変更許可申請書、 

0:52:17 の観点からですね、あとはその施行についての詳細設計の観点からこういう

論点、こういうものが論点と考えておりますというのを出した上で、あとそれと

その申請なですね今後こういうふうな会議がこういうものを申請するんで、論

点がどこのタイミングで話をすることになるのか。 

0:52:37 そういうのとですね、あとは、その文化申請の考え方ですね、特に火災だとか

溢水だとかそういうところに関しましては、コストの方、そういうふうな申請計画

になっている考え方というのをお示しするというふうな資料を考えてございま

す。 

0:52:58 出張中で、だから、 

0:53:01 とりあえずその分割の考え方というのがメインで、その中で議論する項目とし

ては重なり委員長文化としてどこで何を見るかっていう観点での論点というこ

とですかね。 

0:53:16 はい。そういった形になります。 

0:53:20 わかりました。あともう 1 点なんですけど 

0:53:26 どう。 

0:53:28 4 番目ぐらいに 

0:53:30 配員等が抜けなく抽出していることを説明というのがあって、これは 

0:53:37 会合でもいろいろ議論にはなったものなので、整理をしておく必要があるとし

て、 

0:53:46 これを今のスケジュールですと 29 日にまとめて資料が出ている。 

0:53:53 議会層、その次の週にはヒアリングを 1 回ぐらいやってそれでおしまいという

ようなことになってるんですけど、これは何か説明のイメージとして、 

0:54:04 結構その申請全体として 

0:54:08 網羅的に把握して、それを踏まえての整理とか、結構時間もかかるような気が

するんですけれど。 

0:54:16 29 日に 

0:54:18 提出されて早急に説明するっていうふうな内容というか、ボリューム感という

か、 

0:54:25 1 回でどこまでやろうとしている。 
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0:54:28 以降なんです。 

0:54:31 はい。 

0:54:33 日本原燃の山口です。こちらにつきましては、また設工認申請書でお示しして

いたの設置申請対象設備リストなりの選定をどういうふうにやってきたかという

ところの御説明をしたいというふうに考えておりまして、また今度ねえ。 

0:54:50 1 回でまた御説明し切りたいなということで考えておりました。もちろんそのあと

のコメント回答期間をもって、それでいろいろ御質問いただいたことに対して

は、この期間で回答させていただくということを設けさせていただいておりま

す。 

0:55:04 基本原燃マツオカです。ただいまのヤマヂの回答に若干補足をさせていただ

きます。 

0:55:13 今中村さんからあったことにいたしまして、ヤマヂと言った通りなんですがえと

ですね、これまでシステムにですね、申請対象設備の明確化、これは 20 から

文書で出すようにということをいただいておりましてそれに対して、 

0:55:31 我々主婦フローを作りですね考え方をまとめて社内的にが回答のようなものを

定めて 3 事業でですね選定をしてして設工認申請書の添付の設備等を作った

と。 

0:55:48 こういうプロセスでございまして、我々としてはちょっとこのタイトルにもおありま

すが、前向けもれなくし得た設備を明確化して抽出したという一連のの作業を

こういう形で残らないようにしたといった説明を 

0:56:06 まず御説明を差し上げたいということで、物量課といたしましては、私は今も申

し上げたようなプロセスの概要ですね質補足説明資料にまとめてまず御説明

と。 

0:56:20 はい。いうことでございます。 

0:56:23 規制庁中です。 

0:56:25 確かにこれは申請の前からある程度は着ていたのかなとは思ってまして、結

局何か申請単位をどうするかでそれはじゃあその各施設区分ごとにどういう考

えがあるかってことで、ある程度 

0:56:42 なんか結構図みたいなものもね、使いながら、少しこう何回か面談はしたって

いう記憶はあるんですけれど。 

0:56:53 今回だから申請を踏まえてそれをもう一度そのまだそこが未解決だったものを

もう一度仕切り直しで整理をし直すということですかね。そう場合に 

0:57:09 これまでの面談ですと、何となくそのを 

0:57:13 系統除去だって示されてですね。 
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0:57:16 色塗りでここが瞬間なり、主要な系統だと思いますが、そういったがところでで

すね、説明は受けているんですけど。 

0:57:29 なかなか 

0:57:32 それがですね、いいのかどうかっていうところはなかなかこう判断がつかなか

ったところがあってそれは一つにはそれぞれの系統がですね、 

0:57:42 どういう情報の対応でどういう機能が必要とされていて、送気機能達成するた

めには、こういう設計には必要なので、ここをその仕様だとするというところの

説明はですねちょっと 

0:57:57 なかなかし切れなかったところがあって、ちょっとまた 29 日以降仕切り直しと

は言うんですけれど。 

0:58:05 ちょっとその今後の説明いただくものとしてですね、あるそれぞれの系統につ

いての個別の説明するのであれば、それから条文との関係ですとか、それか

ら 

0:58:20 系統自体の機能がどういうものがあるかという概要的な説明ですかねそういう

ものを加えてですね、少し 

0:58:29 説明をしていただけると議会が深まるかなというふうに考えております。この話

をしてもですね、何か今その行事資料ですと系統一覧と言っていけるしか出て

いてなくてですね、 

0:58:45 なんかそういう材料がちょっと我々が判断するにあたって、不足してるかなとい

うふうに思ってまして、そこは 29 日以降のですね、そこだけ出しとして、それ以

降とどういうふうにですね。 

0:58:59 個別の系統ごとの判断に進んでいけるかという所投票方法供試体にておりま

す。そういったところでちょっと説明の仕方についてはですね、 

0:59:14 29 日以降にはなると思うんですけどちょっと我々の懸念として今そういうちょっ

と情報が不足してるというとこだけお伝えしたいと思います。 

0:59:24 日本原燃者でございます。今御指摘の点、まず我々としては当初 24 日の日

に出したときもですね、ヒアリングで 

0:59:36 設備リストなるものは何を 1 回全体説明するつもりでつけたのかと、姿勢とし

ての妥当性っていうのだけ説明すんだということについては全く答えられなか

ったところもありまして、そういった意味では何をやったのかというプロセスをで

すねしっかり説明させていただくということをまずやらせていただきたいと思っ

てます。 

0:59:56 その上でただおっしゃる通りで 1 回の申請のときに系統図で費用面とかいろ

んなものを抜き出しの考え方も含めてまだ検収に至ってないところがあります

ので、そういうところも継続して確認をさせていただきたいと、我々の考え方を
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御説明させていただくということを継続してき設計なりでやっていきたいという

ふうに考えております。 

1:00:18 日本原燃松岡です。今イシハラが申し上げたことに異議プラス先ほどナカガワ

さんからありました情報の不足といった観点で一つの系統をいろいろ 

1:00:35 地域公開の対象設備をすべて出してございますので、今今測定部も含めて、

今後はい。説明をしていくつもりですそれから各条文ごともですねＴＨＡＩ要求へ

の対応という 

1:00:53 ただことをこちらのフローの中のわれるが作りました、我々の中で選定をした

時にですね、フローのほうの資料表に一体何を各書くのか、どういったものの

周辺するのかという、そういうの考え方も 

1:01:11 取り込んでございますので、そこそこもすべて細かく、細かくてってことでござ

いませんが、29 日の資料に一部入れて御説明しておりませんしています。 

1:01:29 規制庁中です。そのような感じで少し整理いただくとして、ちょっと私の言い方

もなかなかわかりづらいところがあったかもしれないんですけど、何となく想像

か単に簡単に発生した系統図だけここへ、それで、 

1:01:45 それで、これを支配管理しましょうとかいうのもなかなか判断が難しいとこがあ

って、あまりかどうなんですねその作業を行っていただくというつもりはないん

ですけど非常にそういういろいろの系統図があった中で後は、付則的にその

兆候系統時点のか。 

1:02:02 関係条文との関係とか、系統の説明である別にそんななかなかというよりは、

こっちの多いものであるというような断層例えば設定根拠説明書の中に書い

てあるその全部みたいなですね少し数量について、昨日説明をしていただくだ

けで全部 

1:02:21 理解が深まるのかなというふうには考えてますが、それはまた別のヒアリング

をしていく中でですね、もう少しこういう情報が必要であれば理解がいろいろと

こちらからも指摘をしたいと思ってますのでよろしくお願いします。 

1:02:38 。 

1:02:41 職員長です。はい。はい、すいません。ちょっと補足でお伝えしておきますけ

ど、どっか月面談を続けた中で、まだ 

1:02:54 色塗り系統図をお見せいただけてないという状況の中、ヒアリング 

1:03:01 始めてから 1 週間で 

1:03:04 一式が確認が終わるというスケジュールは基本的にあり得ないと思います。 

1:03:10 一種の設工認再処理施設全体の設工認対象機器すべてをチェックしなきゃい

けないので、 

1:03:19 その設置チェック機関というのを考えてスケジューリングを今後してください。 
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1:03:24 その際、また、今どこまでの作業が必要なのか半年議論してもわかっていらっ

しゃらないようなので、29 日の資料を見させていただいた中でいくつかの細免

でヒアリングの際に、 

1:03:40 その作業イメージっていうのも確定できるようにしていければいいかなと思って

います。 

1:03:50 当面のマツオカです。はい、承知いたしました。 

1:03:55 はい。 

1:04:03 規制庁コサクですって言ってその下にある安全最初の説明にもあったんです

けど、基本設計方針の一番最後にある発電炉との記載の違いについてと 

1:04:18 いうものについて、時期を後ろにスタッフっていうことなんですけど。 

1:04:24 これはこのタイミングで何の意味があって、 

1:04:28 ですかね。 

1:04:34 日本原電の和山です。これスケジュール的に非常に移らさせていただいた考

え方としましては、まだ全般のところでですね、基本設計方針を今どういうふう

な形のほうを出しているかとか、それから、もし問題になっていたの共通項目、 

1:04:51 今の申請対象設備がないその基本設計方針の扱いとかですね、そこら辺の

問題もありましたので、まず、全体の考え方を整理させていただいた上で、実

際に復興今後設工認申請書に載せる基本設計方針が発電炉クラックと比べ

てどうなってるかというのを御説明したいと考えまして、 

1:05:11 内いただかせていただいたというところでございます。 

1:05:19 規制庁コサクです。全般をまず最初にやった上で基本設計方針をやりたいと

いうのであればいっぱいい発電炉との記載の違いだけが後ろになって、 

1:05:32 それ以外は最初に話をしますって言われても、 

1:05:37 発電炉と違いがあってこうだからいいのか悪いのかっていう議論は、その上の

水量ともセットで話をしないと、業績方針善し悪しってわからないと思うんです

けど。 

1:05:53 ここはどう考えてるんですかね、7 番の変更前後の書き方とかっていうのは別

に最初にやってても構わないんですけど。 

1:06:03 様式 67 で整理してて、こういう方針で書こうと思ってませんみたいなのです

ね。 

1:06:10 だからそこはよく合っても整合性もセットの話ですけど、そういったところの話を

どう進めるつもりなんですか。 

1:06:23 もちろん承知おきください。 

1:06:50 。 

1:06:51 日本原燃の八巻です。 
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1:06:54 ですね、今これ基本設計方針の中のですねええと変更。 

1:07:00 変更前後の考え方としておりますのは、これ単純に不幸に申請書の中で変更

が変更後と示しておりましたけれども、そこの考え方を整理をどういうふうな形

で記載をしたかという考え方を整理をしたものになっております。 

1:07:16 それから、 

1:07:19 88 番目の 

1:07:21 基本設計方針仕様表各アクセスで客先事項の整理、こちらにつきましては、

本来、基本設計方針ですとか使用標準に書くべき内容何かというところを整理

したものになっておりますので、発電のところの記載の違いを説明するというこ

とに関しましては、 

1:07:40 少なくともこの上の 7 番、それから 8 番と同時かもしくはそれ以降に御説明す

ると。 

1:07:49 いう形になるのが適切かなと考えますってそういう意味ではちょっとやっぱり

78 番と九番が余りにも間があいていると。 

1:07:58 所もございますので、 

1:08:03 若干前倒な形でですね、充填できないかというところは、検討させていただき

ます。 

1:08:11 規制庁コサクです。先ほどとして一緒ですけど、別に前倒しをする必要はな

い。 

1:08:18 途中で言われた 78 と 9 番の間があき過ぎてますねっていうことがすべてだと

思いますので、 

1:08:28 基本設計方針の審査は許可制の審査と 

1:08:33 技術基準適合の審査という観点があって、多分に許可成功のほうが、 

1:08:41 作業量としても多いような気がするんですけど、その点だと起きこの許可整合

の説明と言っている 1920 というのが、 

1:08:50 発電炉との記載の違いっていて出そうとしてるタイミングと合っているので、 

1:08:57 どちらかっていうと基本設計方針の 

1:09:00 本体としての説明は、 

1:09:04 29 日の提出の 5 日ではなくて、 

1:09:08 その後ろのタイミングでが、 

1:09:11 具体的な施策時期、 

1:09:14 7 番 8 番はどちらかという全般に関係するところの中での話。 

1:09:22 っていうことかなと。 

1:09:23 理解しました。 
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1:09:26 78 と 9 の間っていう意味では面談の中で作成要領を見せていただいて、基本

設計方針こういう形で変えていこうと思いますというふうな話を聞いてますの

で、 

1:09:40 そこをですね、補足説明資料として書き込んでいただいて、 

1:09:47 許可整合のところで説明することと、基準適合として説明することと、 

1:09:54 どういう構成で全体を説明するかでその中に、発電炉との違いというのをどう

盛り込んでいくのか。 

1:10:02 いうことで、 

1:10:06 発電炉との違いについてといっている資料膨らませて全体の説明にしてもい

いですか、二本立てでもいいですし、どうでもいいんですけど、 

1:10:16 説明をしっかりと補足説明し切るということで整備を進めていただければと思

います。 

1:10:27 三宅ヤマヂです。承知いたしました。 

1:10:38 一応コサクですので、あと、 

1:10:42 全般の話になるんですけど、事務的にはお伝えしてると思うんですけども、2

月の 15 日に審査会合を 

1:10:52 やろうかと。 

1:10:54 思ってまして、 

1:10:58 ヒアリングの進捗が芳しくないので。 

1:11:01 やる事といえば、前回、 

1:11:05 審査会合であったところの状況整理と。 

1:11:10 いうことの程度、 

1:11:13 かなと。 

1:11:15 思っているんですが、それも含めてヒアリングがあまりできてないので、 

1:11:24 今日の話も含めて、普通に 10 の資料提示するかと。 

1:11:29 いうところで、どういう整理をしてきたかと。 

1:11:34 多様なことを 

1:11:35 まとめて今ヒアリング予定入ってないんですけど。 

1:11:41 90 あたりで 

1:11:46 審査会合としてどう説明するのかといったところ、もう 5 日のものも踏まえた整

理をして、 

1:11:55 対応いただきたいなと思ってるんですけど、その点はいかがでしょうか。 

1:12:04 5 番目の行でございます。入札 15 日の審査会合ということで、わかりましたと

思ってその対応で規律辺りに資料をどういう説明するのかという御説明をする

という準備をさせていただきます。 
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1:12:21 あとちょっとすみません先ほどの 

1:12:24 山口といいますか、申請書の作り方の話と、抜本設計方針の話、ちょっと 1 回

戻りますけれども、申請書の作り方といういわゆる知識たりといいますか、あ

の申請書がこう書きますという話と、中身の議論、 

1:12:41 強制開放装置に何を書いてあってそれが露頭が何で違うのかみたいな話とち

ょっと今の御ちゃまぜになってるような関係のありましたので、コサクさん御指

摘いただいたように、許可整合のところで、中で話をやっぱりすべきところかな

と。 

1:12:58 いうところと、申請書のつくり方の式たりというところの話を少し位置付けをしっ

かり分けて、あの中での議論なのか、あの作り方の議論なのかというところを

ちょっと改めて正規したいという。 

1:13:14 上考えました 2 月 15 日のあの会合につきましてはご指摘いただいた／国内

景気に聞きたいということで承知しました。 

1:13:23 以上です。 

1:13:26 。 

1:13:27 規制庁コサクです。審査会合の関係でもう 1 点だけお伝えしておきますけれど

も、前回の会合のときにも個々の申請内容については、改めて審査会合でお

聞きして指摘をしたいと。 

1:13:43 いうことでお伝えをしたと。 

1:13:45 思ってますんで、 

1:13:49 耐震についてはヒアリングブルー 

1:13:53 内容的に持って進めつつある状況なので、 

1:13:59 はありますけども、15 日に具体的なところまで一隻でて、 

1:14:05 論点指摘をするという段階までちょっと厳しいかなと思うので、 

1:14:10 改めて論点性利用して今後こういう形で審査会以降説明で説明したいというよ

うなことを言っていただくぐらいかなと思う。 

1:14:24 一定でその次の審査会合で、耐震 

1:14:31 プラス他のとこここが所がどこまで準備ができるかわかりませんけど、具体的

にこういう設計をして評価をしてきて適合しているということを確認して申請し

てます、或いは補正を念頭に置いた議論が進んでいるのであれば、 

1:14:50 当初申請をこうだったけれども、こういう補正をしたいと思ってます。 

1:14:55 いうことを説明する会を順調に開いていくと。 

1:14:59 いうことで考えてますけども、その認識は合ってますでしょうか。 
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1:15:06 日本原燃大久保でございます。はい、2 月 15 日まで飯田の論点が全部出揃

って論点の議論ができるかというと、楽しく通りまだ資料も竜巻だとかの部分

についてはまだお出しできなかったということですので、 

1:15:24 ｓｈａｌｌ進め方だと私も認識しておりました。 

1:15:29 はい。 

1:15:30 はい。以上です。 

1:15:41 規制庁イノマタです他よろしいですか。 

1:15:47 私はここでちょっと濃縮の関係で 1 点確認させていただきたいということです

が、 

1:15:52 接続最初の網のほうで説明があって、少しスケジュールおくらせますという中

で、 

1:16:00 主要票記載項目の整理が、 

1:16:04 今日 2 月の 9 日に基準に資料提出するっていうことで、 

1:16:13 若干遅れが惜しいなというふうに認識をしているぞ。一方で、100 のほうでは

使用表の例えば変更前後であるとか、そういったところの二つ目が、 

1:16:29 一応今のスケジュールだと 29 日に資料提出があって、影響評価の品位です

ね、説明があると。 

1:16:40 これも濃縮施設ですけれども、そういうことになっていけ、競争の再処理との関

係でどういうふうに説明されるのかというのを、 

1:16:54 ちょっともし説明していただきたいな。 

1:17:00 日本原燃坂本でございます。前者のほうで全体の議論が進んで進めてどちら

固まらないと個別のほうで説明できないというところも、この後出てくるんです

けれども、濃縮の説明自体は、 

1:17:16 送ら発生に今のそれだけの工程のまま資料を提出して説明して前者の方でな

かなか背弧方針が固まり次第、それをフィードバックして濃縮側で再度説明を

させて、 

1:17:33 いただくという形で進めていきたいと。 

1:17:37 回答あってるんでしょうか。 

1:17:39 すいません、日本原燃仕様でございます。補足をさせていただきます。 

1:17:43 前回 1 回の申請を出す前にですね、再処理ＭＯＸ濃縮槽と 1 階の開示の仕様

表については、今後同じようなタイプのものが出ることも考えた上で、どういう

仕様表にするかということが議論をして決めて、 

1:18:00 させていただきました。ただ 
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1:18:03 最初の 2 階酸化へＭＯＸの二階 3 か 4 回でできるような機器ても濃縮にはな

いようなものを使用表のタイプでの当然まだ残ってまして、そこの整理をこの

共通部分のとこでやっていきたいと思ってますので、 

1:18:21 別々にと言ってあるんですけどそれぞれで説明すべき範囲目的が違うと思っ

てますので、構成できるというふうな整理をしてございました。 

1:18:35 規制庁イノマタです。そうすると、一応直しカーで今回申請できるのか、いわゆ

るいわゆるかたち形うる容器かまあ配管とか、 

1:18:49 そういったところが中心なっていけば、おそらくフィロソフィー整理程度は濃縮

は先行してやっていくっていう、そんなイメージなんでしょうか。 

1:18:59 はい。 

1:19:00 ユニデン社でございます。使用表の形での書くべき事項を決める際には、当然

発電炉のほうの要目なり何なりを見て、あとはもしくは重要度と再処理とかの

重要度と当然違うところがありますけどそういうことも加味した上で、 

1:19:17 仕様書に書くべき事項を決めて 

1:19:22 結果として出させていただいてますので、その整理も含めて、濃縮の濃縮度 5

では、当然再処理ＭＯＸの関係者も当然そのヒアリングが同席しますが、濃縮

のほうに申請した考え方を説明させていただきたいものと考えてました。 

1:19:41 規制庁イノマタです。何となくわかったようなわからないようなところがあります

けれども、とりあえずの説明を時空の申請範囲としての説明がまずある人で

結構で最初にもなりが、 

1:19:57 拍手ので場合によっては、濃縮のほうにまとめ部分ということを担っている。 

1:20:13 話かもしれませんけれども今ご指摘の通りになるかとは思っております。 

1:20:23 規制庁コサクです。今本文の書き方みたいな話やと思うんですけど、前にもお

伝えした通り、別途ＲＥＬＡＰベースモデルで新体系のもとでの設工認申請って

いうのを計画をされていて、 

1:20:41 県連の動向っていうのも把握しながら作業していただいて、 

1:20:46 いう状況なんですけど、ＲＭＳ、もう早々に申請しなきゃいけないっていうような

ところもあり、作業を進めていって、彼らはどちらかということですね、どのサイ

ト貯蔵 

1:21:02 と並びをとった申請にするというところもあるんだろうなと思ってまして。 

1:21:09 現年度整理を待たずに彼らは申請できるんじゃないかなというふうに 

1:21:14 思って。 

1:21:15 ていますのでそちらの方のヒアリングがヒヤマ弁まだ面談ですけど、ワー29 日

に 

1:21:24 計画されていてですね、その辺り彼らと話をすることにしてます。 
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1:21:29 そうなると、逆に原燃においては、Ｒｘ、ＲＦＳの動向を把握して、そちらも踏ま

えながら対応いただくと。 

1:21:42 いうことになるので、その点ご認識をいただければと思います。 

1:21:49 保険の項でございます承知いたしました。 

1:22:00 規制庁の古作です。そしたらほかに何かコメント等を確認したい事項ますか。 

1:22:08 規制庁の田尻出ていっていいですか。 

1:22:12 規制庁の山形です。どうぞ。 

1:22:15 今日先ほど竜巻の話とかの関連で少しなるんですが、これ当たり前に当たり

前のことにはなるんですがナカガワ対したより急げと言うつもりをこちらは多分

ない状況になっているけど、こちらのほうで論点であって言っている項目今権

利があると思います。結構必要とかでやってないやり方をやってるところもある

かと。 

1:22:36 こういった点に関して資料を作るのは当たり前で、それプラス必要なエビデン

スとかもしっかり役目といっていただくようにお願いします。いろいろ等の電力

の人が 

1:22:47 これに入っているということで当然認識をされてると思うんですけど 

1:22:51 をやりたいんですと言っても記述がなくて、それが実行できる根拠というのがな

い限りは絶対に起こらないとといったものは名物と時間がかかることもあるか

と思いますので、拾ってるの引き換えなどで必要なんですけど、それプラス必

要な資料を 

1:23:07 だから、いざふたを開けてみると全く中身の内容だったっけ。ただ小さいんだ

けど、とってもいいんじゃないので、テーマにした上で作業をいただければと思

う。 

1:23:14 以上です。 

1:23:17 はい。日本に対する承知いたしました。 

1:23:30 規制庁稲本です。ほかよろしいですか。 

1:23:40 はい。そうしましたら、本件の議題に関して原燃から確認内容と今後の対応も

先ほど御説明お願いします。 

1:23:56 年目で方向でございます。ちょっと確認内容と今後の対応を少し混在した状態

でお話しになるかもしれませんけれども、口頭説明いたします。まずスケジュ

ールの全体につきましてそれぞれの項目、今ちょっとバラバラになっているよ

うに見えるところもありますので、そこのお互いの関係性を持ってどういうグル

ープで何を説明。 

1:24:16 のかというところを今一度整理をしてそれお伝えするというこれは何か紙起こ

してですね、お出ししようと思います。 
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1:24:25 それから、今資料提出のスケジュールを立ててますけれども、ちょっと先ほど

言いました。なんかそのグルーピングをして出すんですけれども、そのグルー

ピングが同じタイミングで全部出すという整理ではなくて、出せるものはヤギハ

シだから資料提出のタイミングとしては、 

1:24:45 多少、できたものから順に出していて、この関係性は明らかにした上でヒアリン

グは、その関係性踏まえて同じタイミングで、ちょっとそういったスケジュール

になるように債権をいたします。 

1:25:02 それから社内結局は当然やりながら、直前であっても、中途半端なもので御説

明できるような内容ではないというような社内的な判断になれば、それは早目

に規制庁さんに御連絡させていただいて、前においては、提出とかヒアリング

のスケジュールをリスケさせていただくと。 

1:25:22 いうことを速やかに対応させていただくということを対応いたします。それから

個別事項になりますけれども、施工の修正すべき設備とか抜けなく抽出してい

ることも説明については、これにつきましては、 

1:25:37 それぞれの設備系統について、情報との関係えと自体の機能とか、そういった

内容も含めて、マーケターその他だけで七型理解が進まないというようなとこ

ろをしっかり補足できる情報を 

1:25:52 こちらから御提示させていただくということを含めて、資料提出のヒアリングの

対応させていただくと。 

1:26:00 いうことでございます。それから個人ナガツ 15 日に 1 回の審査会合ということ

で、これに向けたどういう説明をどんなもので何か説明するのかというところを

2 月の 9 日 10 日辺りでヒアリングさしていただくということでその辺を受けて、 

1:26:19 現在のほうで準備をさせていただきます。 

1:26:23 それからＲＳの動向ですね、こちら事業者同士で情報共有をしまして、そちら

のＲＦＳのポンプを把握した上で原燃としても今後対応していくと。 

1:26:37 いうことで進めていきたいと思います。あと最後沢山の方から追加でご指摘ご

ざいましたように説明資料だけ答えるということではなくて、評価したもののエ

ビデンス、こちらもしっかり準備して説明対応に臨むと。 

1:26:56 いうことで対応させていただきます。 

1:26:59 スケジュール関係につきましては以上です。 

1:27:07 規制庁イノマタです。今の各内容に対して不足点等ありますでしょうか。 

1:27:14 あれば指摘いただければと。 

1:27:30 はい。 

1:27:33 一応コサクです。付則というわけでもないんですけど、基本設計方針の説明と

して、 
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1:27:41 補足説明等するんだとかですね、そういったところは改めて整理して、 

1:27:47 まとめていってください。 

1:27:51 あとちょっと追加で申し上げると、 

1:27:54 前の 

1:27:55 提出資料の中に、 

1:27:57 補足説明の一覧があったと思うんですけど。 

1:28:01 それからですねそれも含めて、 

1:28:06 事項について、実績として補足説明があってるのかっていう視点がやはり足り

ないんだと思いますから。 

1:28:15 そこは引き続き 

1:28:18 検討しておいていただいて、そこも含めて 5 日のヒアリングで話をするっていう

ことだと思う。 

1:28:25 で、そのときに、 

1:28:29 方針が明確になりしてください。 

1:28:34 4 弁の高でございます承知しました。 

1:28:37 はい。 

1:28:46 規制庁の掘カーよろしいでしょうか。 

1:28:57 はい。 

1:28:59 よろしければ議題の二つ目のスケジュール関係については、以上で終了と言

うふうにしといていただきたいと思います。 

1:29:11 この後のー低うの方から説明があるということなんですけれども、少し休憩を

取りかえて思いますのでよろしくお願いします。 

1:29:26 今、会議報告ですので、班員 25。 

1:29:32 ネットで海進再開ということにさせていただきたいと思います。 

1:29:37 よろしくお願いします。 

1:29:39 はい、承知しました。 

1:29:44 。 

1:29:45 はい。 
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時間 自動文字起こし結果 

0:00:00 ちょっと、 

0:00:01 規制庁イノマタです。 

0:00:05 はい。 

0:00:06 25 分になりましたので再開したいと思いますが、当ビルの 

0:00:17 はい。 

0:00:27 日本原燃 6 ヶ所問題ありません。 

0:00:32 はい、それでは三番目の議題として濃縮施設の施工に申請に係る関係とかも

らって、こういったものの説明をお願いします。 

0:00:47 はい。原燃濃縮サカモトでございます。ちょっと概要をご説明いたします。2 ペ

ージ目で、それが新設の全体計画、すいません、得策です。はい。 

0:01:00 最初の 

0:01:02 今日ヒアリング最初で申し上げてた。 

0:01:06 すいません。今日の 

0:01:09 このスタッフの対応っていっても、こちらのほうは、 

0:01:15 濃縮の申請全体の話なので、それはいいんですけど、今日のヒアリングの改

正という 

0:01:21 御説明をした上で、 

0:01:23 多分具体的な内容に入ってください。 

0:01:26 はい。楽しくフチノです。本日ですが、まず資料は関係性で全体の網羅性とい

うことですが、今回 1 月に新規性基準対応の 5 分割して申請すると 4 回目。 

0:01:44 それからに鋼板分の遠心機の更新、この入札の設工認を申請させていただき

ますが、その申請内容の中のどの部分を今回申請し、 

0:01:59 そしてどの部分を審査していただいて認可していただくのか、申請の範囲にの

概要について本日は中心に御説明しまして、次の第 2 回以降、申請書に基づ

いて本文商標ですとか、 

0:02:15 それから添付説明書の関係も詳しいご説明につなげていきまして、ドコモを審

査していただけていただくのかということがまず今回、全体概要として御説明を

して理解していただくということを目的と考えております。 

0:02:32 本日は膨縮の施設計画か懸念が担当する部署のものが私以下で対応させて

いただきますよろしくお願いいたします。 

0:02:50 はい、それでは資料の 1 回位客説明いたします。2 ページ目に全体像を示し

て成長コサクですすみません、発言の前には、要するに、 

0:03:05 日本原燃濃縮サカモトです。資料の全体像。 
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0:03:10 2 ページ目にしいじんかに基づいて申請していくか用を別にしまして、それに

関わる費用として、ポンプ 1 から店舗を示しております。まず添付 2Ｐのほうで

は、 

0:03:25 ページ数の 

0:03:35 4 ページ目です。表を載せておりまして、こちらの左側でまず事業評価、こちら

で色塗りをして現場に入っている機器設備、これも網羅的に抽出したものをや

って何か言ってますんでは基盤のところで、設備設計を書いた上で、 

0:03:53 一番右側のほうで、それが今回の申請区分のいずれかに行く。いずれに該当

するのかというところで、それぞれの学部を日が徹底します。 

0:04:05 これですべての申請対象について、どの区分に該当するのか、公認対象かど

うかという整理した上で、続いて資料の 

0:04:17 次のページから設工認申請設備の全体像についてというところで均圧ページ

以降のウラン濃縮工場の全体の配置図、こちらにそれぞれの申請区分の設

備がどういった形で配置されているのか。 

0:04:34 いうところも含めて、申請の全体像を示しますレビュー8 ページの 

0:04:40 それぞれの場所示せる機器をそれぞれ示しているんですけども、この前期に

関する設備等については、右側のほうで、例えば自動火災報知設備といった

ものははっきり示せませんでしたので、こういった形で一覧で修正して、 

0:04:57 それで全体を示してついでに 92 ページ以降、 

0:05:04 各申請における設備の取り合いということで、先ほど、それぞれの設備をそれ

ぞれ申請区分分けておりますので、その申請区分だったり、第 1 回から第 5

回目の申請、それとの関係でございますので、 

0:05:19 それぞれの設備の取り合いがどうなっているのかというところを設備のとりあ

えずで示しております。 

0:05:30 23 ページまでが施設全体の関係を示した説明があります。25 ページ以降が、

次の説明に伝えるために、今回の申請を設置公認の第 4 回申請となって新規

の後半部分の申請について、 

0:05:50 どんなへ変更を行うのかというところをひとつ明確にしようということで、してお

ります。 

0:05:58 この表なんですが、 

0:06:01 左側に申請した修了対象の設備を記載した上で、そのような変更が今回ある

とか、その変更が基本方針主要表説明書合併のどこに期待されているのかを

整理したんです。 
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0:06:17 まず次回につきましては、この表の使用が帳票関わるところについても変更前

変更後の記載が妥当かどうかというところをエビデンスも含めて整理して説明

していきたいということで考えております。 

0:06:35 最後に 

0:06:36 33 ページ以降、今、家族説明資料として今後財務提出のかという一覧を添付

した。 

0:06:46 説明書の概要としては以上です。 

0:06:57 影響イノマタｆ今の原燃の説明に対して何か確認したいことあります。 

0:07:17 規制庁カワモトです。 

0:07:19 今の説明のことについて、いくつか確認があります。すでにスケジュールのと

ころで確認されているところもあるのでちょっと重複するところもあるかと思い

ますが、改めて濃縮のことについて確認させていただきますと、 

0:07:35 資料に基づいて設定を確認していこうと思うので、資料の順番で確認しようと

思います。まず 4 ページを開いていただければと思います。 

0:07:49 4 ページのところで、 

0:07:53 この説明資料として説明するピットの 

0:07:57 記載内容はこうですよという形で説明はされているんですが、ですね、もともと

別資料で系統図に色塗りをして漏れがないようにしているとかっていうことが

あるかと思うんですけども。 

0:08:12 この資料からではですね。ええと同程度の資料のほうを見て確認したかってい

うのはわからないので、そのも付けができるようにエビデンスとひもづけができ

るような形で御説明いただければと思います。 

0:08:29 続けて申し上げますと、このページでいきますと、この資料だと各機器の台数

が載っておりません。申請者のほうにはリストのところで回数っていうのがあっ

たかと思うんですけども。 

0:08:45 この資料では台数っていうのがないので、台数をどのように確認したのかって

言うのも合わせて説明してください。 

0:08:55 そうですね。大きいところだけ申し上げますと、 

0:09:03 提示を村議いただいて、18 ページを開いてください。 

0:09:11 カワモトさに伏せはい。 

0:09:15 コサクですけど、 

0:09:17 一つ一つ区切ったほうが、 

0:09:20 これがなくていいか。 

0:09:23 一つ金持ち一つ一つ回答もらっていきながらっていう形で 

0:09:29 わかりました。以上でこれとこれとこれが合っているんだったらスペース、 
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0:09:34 どうぞ。 

0:09:34 はい、ある程度、 

0:09:38 わかりました。まずはリストのところで、 

0:09:45 質問が二つさせていただきましたので、確認を二つさせていただきましたの

で、今の現状について、考え方を説明してください。 

0:09:55 4 原燃濃縮のサカモトでございます。おっしゃる通り、 

0:10:01 いろんななりの事業許可だったり主要配管の系統そう色塗りしておりますが、

そちらと紐付けが経営しづらい形になっております。こちらの表にあります。番

号、こちらを色塗りしている図のほうに、 

0:10:18 全部番号を振っていって、ここで塗った機器がこの表のこの設備ですというこ

とがわかるように見直して作業をいたします。 

0:10:30 あと体制ですが、鉄工 2 のほうの添付の設備リスト等と、こちらの整合西端ち

ょっと足りていませんでしたのでそちらも説明設備リスト等こちらをしっかりリン

クさせてください。 

0:10:45 中身が確認できるようにします。 

0:10:48 あと、数量規制等については、許可設工認についての規制書いておりますの

でそれを適切に反映したいと思います。 

0:10:57 以上です。 

0:10:59 はい、規制庁かカワモトですから方針はわかりました。結局のところでよけれ

ば今月 29 日にも別資料が改めて出てくるということなんですけども、結局その

ときに出されるのかもう少し先になるのかっていうスケジュール化も、御説明く

ださい。 

0:11:21 日本原燃坂本です。エビデンス類の紐づけの番号については、こちらも含め

て、来週早々に、 

0:11:30 出させていただくような形ですが、いただきたいと考えております。 

0:11:38 承知いたしました。来週ということなので、つまり 2 月に入ってからということで

一定につきいたしました。はい。 

0:11:49 もしよろしければ私の方から受けて、 

0:11:53 先ほど言いかけました。18 ページのところ、づらい続けていて、 

0:12:00 確認させていただきます。この資料につきましては、各申請回の住み分けって

いう形で大きく用の利用して分けていただいてるっていうことは認識したんです

が、ここはあくまで今期にということで、 

0:12:16 技術基準との適合性ということで、各申請回がどういうふうにすみ分けされて

るのかっていうわからないところがあるので質問させていただきますと右側の
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凡例のところで、先ほど説明で少し触れておりました。ときゃ真ん中の辺りです

ね。 

0:12:32 非常用設備ということで、自動火災放水設備っていうのがあると思うんですけ

ども、これはグレーのところと、第 1 グレイっていうのは、1 から 3 回申請で認

可済みの設備になったことだと思うんですけれども、これと、 

0:12:50 誤開先生のところっていうので、同じように自動火災報知設備っていうのがあ

ることあるかと思います。 

0:12:56 これ共有するといいますか、重複する設備なく完全に制限かけてきて、それぞ

れの新生界で確認できているものと考えてよろしいですか。それとも共通部分

があるものなのかっていうのを説明ください。 

0:13:15 日本原燃濃縮のサカモトでございます。非常に御説明自動火災報知設備につ

いては、ＴＨＡＩ3 回申請に工場全体を含めて想定本体とそれぞれ感知器を含

めて、今度は全域を申請させていただきました。 

0:13:31 その申請の中で、今後、第 5 回に予定しております均質槽の配管カバーが今

回のこのカバーの中に感知器がつきますので、このカバーの中につけ感知器

については、防護カバーと一体で設計しますので、 

0:13:48 それについては、第 5 回申請のときに規制するということで、第 3 回申請で系

統図上の末端のこの部分の感知器については、第 4 次の次回以降に申請す

るということを遅延させていただいております。 

0:14:06 切り分けております。はい。 

0:14:10 規制庁カワモトですねと念のために確認なんですが、今のお話だと例えば表

記装置とか、警報装置、例えば制御室に警報装置がありますよといった場合

の大きなところ共通の部分についてはもう第 3 回で申請されたって、 

0:14:28 その監事設備といいますか、ここは高知設備って書いてますけども、端末の子

細かなものは、第 5 回で申請するものであって住み分けができるっていう考え

方でよろしいでしょうか。 

0:14:45 日本原燃の高橋でございます。末端の感知器になりますので、その通り。 

0:14:54 規制庁カワモトです。承知しました。つまり条文の適合性全体を見ようとする

と、第 3 回に入るかもしれないんですけど、その一部として、 

0:15:08 ホーチキ天気みたいなものが第 5 回も出てくる。それはあの絵と、その一部で

あるので。その 3 階と 5 回の合わせると全体として経営と包含されるという認

識でよろしいでしょうか。 

0:15:25 はい、その認識でございます。 

0:15:30 はい、承知いたしました。言い回し低減等 10 

0:15:40 23 ページを開いてください。 
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0:15:53 はい。こちらのほうがええと、図面では各設備のとりあえず申請会議における

設備の取り合いについて具体的に説明がされておりますとで等ですね、例え

ば 

0:16:09 吹き出しで書いてあるようなところでの住み分けっていうのは、新設の仕様表

などを見ておりますと、実際にここでけますよっていうのは、確認やできたんで

すけども、申請書のですね、図面の方。 

0:16:24 図面のほうで、どこへすみ分けはされているのかというのがわかりませんの

で、こちらについては図面のほうにもですね、どこで住み分けができるのかっ

ていうのがわかるような形で説明していただければと思います。 

0:16:39 日本原燃佐久間でございます。上のほうで、この辺が現時点で明確になって

おりますので、今後この小さくなく中身も含めまして、図面のほうでしっかり明

確に折り合いを示していきたいと思います。すいません。 

0:16:56 規制庁カワモトです。承知いたしました。繰り返しになりますが、先ほども別の

ものから話があった通り、各申請回でどのように、ものを出している申請する

のかっていうのがですね、とわかるような形にしてください。それが漏れなく、 

0:17:15 一応されてるっていうのはこういうふうに確認しましたっていうのがわかるよう

な形で説明いただければと思います。 

0:17:23 以上です。 

0:17:27 規制庁テーマです。すいません。規制庁コサクですけど、この後、図面とかで

提示いただくというところでわかるように、 

0:17:36 が、 

0:17:37 23 ページのところっていうと、とりあえず弁で、 

0:17:42 平成区分分けられているんですけど、これは配管名としては売り上げが明示

的に書かれてとりあえずまでという。 

0:17:57 配管ずっと方は矢印でいこう均質ブレンディング設備というのが書いているん

ですけども、とりあえず作ってんのところに具体的な線も被ばくの専門なくて、

具体的にここがとり合いだというところが時的になっておりません。 

0:18:15 はい。 

0:18:15 修正いたします。 

0:18:17 規制庁コサクです。現状明確になってないこと。 

0:18:24 再処理含めてですね全体として、配管の 

0:18:29 区分の仕方。 

0:18:31 分割していくのかみたいな話になってくるかと思うんで、その議論を踏まえて、

適正に対応いただければ。 

0:18:42 了解いたしました。 
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0:18:52 規制庁イノマタｆ復興し、今のお話に関連するところなんですが、今まで 1 階か

ら 3 階まで申請を受けていて、特に今回の例えば 23 ページにあるような設備

の取り合い部分に関しては、 

0:19:11 特にこれで第 3 回の関係で、影響掲示されたものということで、今後詳細に継

続できる話なんですか。例えばカワモトが 1 回とか、分析設備のフードとか、そ

ういったものを引き出されていましたけども、 

0:19:28 それともそのとりあえずとかですねその辺の関係も、その系統図の中でやった

りとかっていうのを示していただけるという理解でよろしいでしょうか。 

0:19:39 また多分この今までの 1 階から 3 階までは比較的設備がころっとしたっていう

表現が適切かどうかわかりませんけれども、何となくパッケージ化されたもの

っていうことで、特にこの 4 階 5 回位に関しては、 

0:19:55 いろんなその系統として、申請がされるという理解でおりますということで、今

回 4 回位としてまた会議のはわかるようにしていただきたいんですが、そもそ

も誤解も見据えた形でですね。 

0:20:11 ちょっと系統と指導するということなのかっていうのもあわせて説明いただけれ

ばというふうに思っています。 

0:20:19 日本原燃の坂本でございます。先ほどあった第 1 回の申請で分析の宅等を申

請してますので、ダクトの取り合い部分をこれと同様に明確にして説明書に追

加するものを設工認を明確に示します。 

0:20:36 その他、第 5 回も含めて、 

0:20:42 そういった取り合いに関わるところ関係性を明確にしていると思います。 

0:20:50 愛知県コサクすみません。今明確に取り合いを明確にするっていうのを踏ま

え、 

0:20:59 説明はあんまりなかったというけど、 

0:21:03 2 ページに書いてある全体 

0:21:08 これの 

0:21:10 今、 

0:21:12 イノマタが 1.21 から 3 はあまりこだわってもしょうがないんですけど。 

0:21:19 1 から 3 まですでに認可済みの範囲で残りの部分のうち、今回こう誤解で 

0:21:29 いったところのどういう範囲で、それをどういう考えて分けたんですか。 

0:21:35 真の完売を整理をしておいていただきたいと。 

0:21:40 それが最初にｃｏｍｅとかいったように、技術基準対応として、この部分がある

ので、それは 4 回でもこういう構造、 

0:21:51 国会で 
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0:21:53 汚水条文として分かれるのであればわかるけれどもこういうふうに審査をして

いただきたいと。 

0:22:00 いうようなことをお話しいただくっていうのが強度、 

0:22:04 課題だったのかなと思ってたんですけど、ざくっとでもいいのでお話いただい

て、その内容を追って資料ブラッシュアップする形で、 

0:22:15 まとめていただければと思いますけども、現時点での口頭でお願いします。 

0:22:24 はい、第 1 回、第 2 回第 3 回のこれまでの申請の中で先送りするものというこ

とで、先ほど、自火報のように、技術基準の一部だけを先に送っているという

ようなものも具体ですので、 

0:22:39 そういった第 1 回第 2 回 3 回公開までをどう分けて、そこで先送りしたものが

何なのか、コサクにお送りした技術基準への適合はどこで実現するのかを含

めて、このような形にして全体が説明できるような 

0:22:55 資料を追加させていただきます。 

0:23:02 委員長。生活によってですね、大きな論点というようなところだけでいいので。 

0:23:08 ざっとこういうような状況と思って指摘してますっていうのを、 

0:23:13 お伝えいただけますか。 

0:23:20 もう少しフチノです。 

0:23:22 第 1 分冊だけ分冊に関しては一番宅等のところは、当本設計というか大きなメ

イン系との取り合いがありますが、どちらかというと、第 1 部ずつ大分札は、単

品の申請というような形になっておりますので、実態です。 

0:23:40 第 3 分冊の際に、あと残りは 34 号が本格的な追加安全対策ということで申請

をさせていただいておりますが、配管系統の仕切りの部分、ここにつきまして

は、それぞれ 

0:23:58 引き続き帰結手書きと接続している配管部分の仕切りをどこにとるかというこ

とで第 3 第 4 第 5 号を仕分けをしているというですので機器を主体に考えて、

そこに接続する配管はどこまでが第 3 回目の申請範囲とする。 

0:24:16 今回の第 4 からここまでとするというふうな区切りをつけて親戚をしております

ので、それを明確にするようにいたします。説明は以上となります。 

0:24:29 規制庁コサクです。今回はＵＦ幾つ処理設備 

0:24:35 時のやつを機器単体としては生成されると。 

0:24:38 いうことで、 

0:24:41 1 回押してますけど、あと第 2 回もそういう形で、 

0:24:48 いう形でその周りのものということは理解っていうですけども堰外に先ほどの

火災の対応とかですね、全体に係るもののうち、どういうとの対比でどう出して

いくかといったところの考えを 
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0:25:04 一つ挙げました先の時期さっき御説明保湿いただきました時価法のところです

が、第 4 分冊の第 3、 

0:25:18 財政今回審査する時火報全体を申請したものは平たく言いますと消防法とか

建築基準法とかで定められてる工場と圏域をカバーするもののを感知器等を

監視盤等、 

0:25:35 これを申請しております。第 5 回残している均質の防護カバーにつける感知器

というのはこれどちらかというと持ちこたえ応用そこで火災が起きたときの事故

対応予定ということにつけるものということで、 

0:25:50 建築基準法とか消防法に基づくものではある目的が違う。ようなものということ

で、設備区分としては非常用設備の消火設備にはなるんですけれども、そうい

ったこのそれぞれの 

0:26:07 目的を持った新生界切り機器の申請ごとにそれぞれ必要な安全機能手のくっ

つけて、技術基準への適合を踏まえて整理をしたというところでございます。

説明は以上です。 

0:26:24 規制庁コサクです。18 ページ開きながら話ができればいいか。 

0:26:31 コマース今話のあったところでの火報は 

0:26:39 ＹＫＴとしては第 3 回 

0:26:41 でありながらちょっと趣旨の違うところといったところの話を第 5 回だし。 

0:26:47 ことで、それ以外の全体に係る対応としては資本第 1 回、はい。 

0:26:56 いうことのようなんですけど、第 4 回てはいかん関係のものは二通り 

0:27:05 今回やろうという思いでいるんですかって、 

0:27:13 本件の 

0:27:17 宇部サカモトでございます。放管関係につきましては、既設の設備について、

今回申請して第 5 回で追加で設置します。Ｈセンサやっぱりえ改造します。排

気をもって追記追加安全対策に、 

0:27:36 この第 5 回適切で常にありますモニタリングポストを 4 回という形で振り分け

をしておりました。 

0:27:48 一応コサクです。その切り分けの取水性は何。 

0:27:57 大友地区フチノで生徒とモニタリングポストはこちらできるだけ早くというのを 5

日の審査会合の場かちょっと忘れましたけれども、約束してるというところもあ

っても早く先行してやってやると。 

0:28:14 いうことで早めて入れております。 

0:28:22 5 日の審査会合いただいどの正確かわからないけど、 

0:28:29 フチノです。ええとですね 

0:28:33 審査の審査会合ではなく、 
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0:28:37 放管関係か何かの時の 

0:28:42 会合だったと記憶しております。 

0:28:50 規制庁コサクです。それはあれですか。 

0:28:55 濃縮の直下のっていう時のってことですか。ユニ社です。もうその許可ではな

く、これ放管関係をちょっとやっぱり調べますについての審査をやったが、放射

線管理施設会計のレバーのモニタリングポストがの多様化、 

0:29:12 そこの 5 日にできるのかってのいろんな事業者呼ばれて目標期限を確か口頭

でかなんかでしゃべってると思うんですけれどもそのだけにいついつまでに何

とかしますっていうのをよろしくも含めて回答している会が確かあったと思って

ます。 

0:29:30 規制庁、古作です。わかりました。どう。 

0:29:35 もういいでいうと規制基準適合の一部かもしれないんですけど、一つ機能を 

0:29:45 既設のもののうちの強化といったような観点での工事として特出ししてやって

いることと、全体の規制基準対応としてやっていることっていうことで分けたと

いうことですか。 

0:30:03 よろしくてるんですご指摘の通りです。 

0:30:12 それとコサクです。あとその次のページだと、非常用電源設備とかバス正対し

今回申請対象という 

0:30:22 そうですけど、 

0:30:24 今の交換のほか、 

0:30:27 申請項目としているところも考えている。 

0:30:39 非常用無停電、 

0:30:42 日本原燃濃縮サカモトでございます非常用電源設備につきましては、第 2 回

で提示を申請しまして、第 3 家庭更新する停電電源、直流電源、これをコー

ス。 

0:31:01 第 4 回ＪＡた第 5 回で温度センサ等の事故対応の御ものを申請するという三

つの流れにしております。 

0:31:11 無停電電源装置については、これ老朽化してるのもありございまして、早急に

更新したいというところもあって、今回、事業者の方ではあるんですけど。 

0:31:24 体験会のほうに入れていことは新基準対応ではなくて、議会の温度センサ高

校回目を新規性基準追加安全対策の対応の位置です温度センサを追加する

ということで整理しておりました。 

0:31:48 大体わかりましたので。そういった仕訳の考え、 

0:31:54 説明をまとめて、 

0:31:58 確認です。了解いたしました。 
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0:32:09 規制庁イノマタです。ちょっと確認をさせていただきたいんですが、資料で言う

ところの 2 ページ目になるんですけれども、 

0:32:19 リーマン廃棄物川に係るものということで、この私の認識では、今回の新基準

対応とは別にメリットを 

0:32:35 施工に出されるということをやったかと思うんですけれども、今回の新基準対

応での中で、廃棄物化をしないままにしないというか、するまでの間、 

0:32:51 いうことで、そういった中での設備の評価の扱いとかっていうのを整理されて

いる。 

0:33:06 事務局長ですと評価としましては、例えば被ばく評価ですと、 

0:33:12 当然核燃料物質を取り扱ってる時の方が被ばく評価上は厳しくなると超過条

件としては厳しくなりますので、通常のウランを取り扱っている状態を評価とし

て、評価条件に廃棄物になるといってもしていると。 

0:33:29 いうような条件は、安全評価上は厳し目となるような条件を仮定して、 

0:33:35 所を取得しております。 

0:33:39 説明は以上です。 

0:33:41 規制庁イノマタです。江藤。 

0:33:44 或いは廃棄物化をする予定の設備というのは、今回その新基準で一応変更

対象の設備として位置付けた上で何らか今、 

0:34:01 区長さんおっしゃられておる評価をしているということなんですかね。 

0:34:06 今回の新基準等に含まれるのか、含まれないとかっていうちょっと御確認した

かったんですか、その廃棄物皮切りかでわかるんですけど、その廃棄物解体

前に、今回の新基準対応として、一方設備も評価対象なのかという。 

0:34:25 ベースとしては新規性基準に適合させなければいけない設備という位置付け

にはしてないです。 

0:34:33 あくまで非安全評価できるコンサバの評価を行うという整理をしたというだけ

で、廃止設備については、もうこちらは使用しないというのが趣旨です。 

0:34:48 回答になってるかどうかちょっとあれですよ。 

0:34:52 町コサクです。 

0:34:55 正しくはないかもしれないんですけど、わかりやすい。 

0:34:59 表現記述と、 

0:35:02 残存する設備などで、それについての管理が適切になるというような評価をし

て、その範囲内で管理して、 

0:35:13 いうことなんだけれども、設備ではないので、耐震強化とか、 

0:35:19 ただ補強。 

0:35:21 追加で対策をする対象ではないです。はい。その通りです。 
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0:35:28 規制庁でそうすると対策を講じなくても、 

0:35:33 いうことで言えば、何らかの各李 

0:35:38 土地とかですね。そういったところで縁切りをして、 

0:35:43 対策する場所とそうですねこそっていうのは仕分けされるっていうことで、 

0:35:50 ネットです。こうした御指摘の通りで、既設Ⅱ機器へ影響を与えないような状態

で隔離すると、その上で存置の状態で保管廃棄するというのが許可をいただ

いた内容になっております。 

0:36:06 規制庁コサクです。そうするとその隔離の総作業っていうのは、新基準適合の

設置工認の中で発火或いは 

0:36:17 工認の要らないすでにやっていっている作業。 

0:36:23 次に上げなくてです現実的に言えば、今後使用継続していくＲＥⅡの系統等、

今回廃止する或いはの系統が縁切りできてますので、部屋でも置かれている

という状況ですので、 

0:36:38 距離的にも物理的にも隔離ができているという状況です。一部ＲＥＴＦ職位建

設した背景と気体廃棄物の廃棄系統があるんですがこれはあるいわんと呼ん

でますけれども、廃止はしないで継続していくということで、 

0:36:56 こちらは技術基準に適合させるということで、今後、第 4 回の申請の中にも入

れております。 

0:37:05 それでまあ物理的な実態としては系統的に隔離が申されている状態で、今後

この後、新基準対応とは別に廃止するための適切な処置がどういうことを行わ

ねばいけないのかっていうのを施工に申請をして認可。 

0:37:23 をいただくという流れだというふうに考えております。 

0:37:28 規制庁コサクです。大体考えてることはわかったんですけど、ちょっと今回の

設計のヒアリングっていうことではないか、その廃棄物化する設工認って何を

想定されてるですね 

0:37:46 実態は、 

0:37:50 ほとんど何も変わらないというところなんですが、これ過去の濃縮の委員会い

ただいた事例としては、部屋やなり建屋、これを排気物エリア置き場という廃

棄施設の位置付けにして、 

0:38:08 十分な、当然ながらも部屋の中におさまっているので十分な廃棄能力保管廃

棄能力というのは持ってるんですけれども、 

0:38:16 それを確認していただくというような昔の使用前検査等を実験したという実績

がありますので、同じような対応が必要かなというのを考えております。 

0:38:32 規制庁コサクです。 

0:38:35 その意味では、 
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0:38:38 分けなきゃいけないもんですかねっていう程度の気がするんですけど。 

0:38:43 手伝っ制にするとは何ですか。 

0:38:50 セキュリティの申請としてはこの計画必要があるのかという御指摘でしょうか。

しかもフチノです。 

0:38:57 規制庁コサクです。そうですね。 

0:39:02 ＯＷＴＦ特段分けなきゃいけないという理由もないというところだと思います。た

だ、とにかくまず追加安全対策の安全性とする工事を早く先にやるという目

途、第 1 に考えて申請の組み合わせを考えたというところであります。 

0:39:23 規制庁の古作ですと、まずやらなきゃいけないものをやると、その通りです。 

0:39:31 残ったものが単なる手続きっていうのを、 

0:39:34 何かよくわからなくて、 

0:39:37 まぜてしまうと困ることがあれば、 

0:39:41 あんまりなさそうな感じだったので、 

0:39:44 ちょっと検討していければいいか。 

0:39:48 日本原燃の渕野です。承知いたしました。 

0:40:01 今日のイノマタです。 

0:40:03 ほか、以下、 

0:40:05 あるいますか。 

0:40:12 今後いろいろと主要表の記載であったりとかですね。また説明スケジュールの

ところでも話がありましたけれども、今後そういった説明がまずいなされている

ということでありますので、また詳細についてはがらみで考え方の 

0:40:32 含めてですね、確認をしたいというふうに思いますけれども、若干こないだも審

査会合でもちょっと最終的通り本文の大きさいいについて若干なんかよくわか

らないというか、これ表現ぶりだけなのかどうかというところもある。 

0:40:52 ですけれども、わからない部分もありますので、その辺については期初対応し

ていただきたいというふうに思って。 

0:41:02 現状なってございます承知いたしました。 

0:41:11 はい、議長イノマタです。そうしましたら、他の内容でＲ1％。 

0:41:19 本日の確認事項の確認を基準化していただけますか。 

0:41:31 日本原燃、渕野です。本日の結果ですが、まとめになりますが、まず資料ペー

ジだと 4 ページになりますけれども、こちら系統図いろいろありました系統図等

を、それから時節申請書関係等を突き合わせてみたとき 

0:41:51 機器の耐性がないとか、どの会社のこの対象の機器がどこと結びついてるの

かというのがわからないという御指摘をいただきましたのでそれを捕捉できる

説明資料を、それから今後、 
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0:42:06 補正する機会があればそれを適切に補正書のほうに反映するということが一

つ。 

0:42:13 二つ目としましては、 

0:42:19 こちらも申請諸書に添付していく図面こちらが過去の申請から、それから今後

新設するものとのぼんラリーが明確になっていないということですのでこちらも

同じく、 

0:42:36 申請の図面のほうを使いまして、バウンダリーがどこになるかというのを御説

明するとともに、こちら申請者のほうにずれ反映したいと思います。 

0:42:47 それから、 

0:42:54 今の議論になりますけれども、それぞれ 1 階から 3／5 回までに分割申請をし

ておりますが、傷つけ順に適合させるにあたってどういう考えで 1 回目 2 回目

で申請する内容分けて申請したのかと。 

0:43:11 いうところがわかるようにこちらにつきましても補足の説明資料を準備させてい

ただきます。 

0:43:21 あとはそこをただ今回の申請とは関係しておりませんけれども、或いはの廃止

についての手続きの進め方につきまして整備して 

0:43:36 機会を見て、御説明をさせていただきたいと思います。あとは今後の説明です

けれども、申請書の文章だけではちょっと書き足りてないという理解していただ

くことが難しいということがいくつか散見されるという御指摘でしたので、 

0:43:56 こちらにつきましては第 2 回目以降の単独のヒアリングの中で詳しくご説明を

させていただきます。以上です。 

0:44:10 規制庁イノマタです。今の原燃の説明に対して何か追加的に確認する事項な

り、ございますでしょうか。 

0:44:30 規制庁イノマタです。先ほど言うと系統の話、血の話出ましたけれども、 

0:44:37 1 回目から 3 回目っていうか、1 階から全体の 5 階面までの系統としてどこの

系統はそれぞれ塾とかっていうのも、面白い等ができることがあれば、そうい

った対応についてお願いしたいというふうに 

0:44:53 はい、承知しました 4 件落着で承知しました。 

0:44:59 規制庁イノマタです。そうしましたらロッカーよろしいでしょうか。 

0:45:06 はい。 

0:45:07 そうすると時価良いいいの当ヒアリングが／の実験については 2 月の 8 日。 

0:45:23 ということで予定されておりますけれども、本日のコメント対応も含めて、大体

2 月 8 日のヒアリングに間に合うようにということで、実は非常鉄は例えば 2

月 1 月という 
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0:45:42 27 けれども、そういったことで対応していただく、もしくは来週だというふうにお

っしゃられてましたが、来週のどの辺りに出すかっていうのはまた別途連絡い

かなくて、そういうことでよろしいでしょうか。 

0:46:00 日本原燃副長です。先ほどのスケジュールの議論でもありましたが資料ため

コマツできたものでも確認していただけるものができ上がり次第御提出したい

と思いますので、いつ出せるかというのは、含め、後程ご連絡をさせていただ

きます。以上です。 

0:46:20 影響イノマタずつわかりました。 

0:46:23 そうしますけど、コサクでごめんなさい。今のコメント回答の部分なんですけ

ど。 

0:46:31 まだ話はできているので、来週中に資料が出るものについて聞けるものは 8

日に聞いてしまっていいんだろうなと。 

0:46:43 一方で、先ほど系統図祈りとかの話であれば、グループの位置も含めた中で

の 5 日のヒアリングでどういう確認が必要かみたいな議論がありますので、 

0:46:59 そこに間に合うように何か一案提示をいただけるのであれば、それを 

0:47:06 相まって見た形の中で追加で対応があれば、その後引き続きやっていただくと

いうことで、8 日けりをつけているということではなく、順調にやっていくっていう

ことはあるんじゃないかなというふうに思う。 

0:47:21 でも、いずれについても 

0:47:23 できるところから、 

0:47:26 提示いただいて処理していくということで進めていただければと思います。 

0:47:32 本件の 1 人です。承知いたしました。 

0:47:43 規制庁イノマタです。他よろしいでしょうか。 

0:47:50 はい、じゃあよろしければ本日のヒアリングを終了したいと思いますが原燃の

方から何かございますか。 

0:48:00 日本原燃の渕野です特にございません。 

0:48:03 規制庁イノマタです了解しました。そうしましたら本日のヒアリングを終了した

いと思います。お疲れ様でしたことが示唆ありがとうございました。 

 
 


